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出席議員の報告 

日程第１ 一般質問 

（１）７番、加 藤 彰 男 

（２）４番、山 本 典 式 

（３）３番、伊 藤 真 千 子 

（３）１番、浅 尾 も と 子 

（３）６番、森 田 昭 夫 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

ただいまの出席議員は、８名でございます。欠席はありません。ただいまから、令

和３年第４回東栄町議会定例会一般質問を開会いたします。日程第１、一般質問を行

います。今回通告のありましたのは、御手元に御配付してあります議事日程のとおり

５名でございます。質問は答弁を含め 50分以内で行います。最初に、一括質疑方式、

一問一答方式か、質疑方法を述べてから質問を行ってください。答弁者は自席にて行

いますので、その旨お願いをいたします。 

 

-----７番 加藤彰男 議員---------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

それでは７番、加藤彰男君の質問を許します。 

（「議長、７番」の声あり） 

はい、７番、加藤彰男君。 

 

７番（加藤彰男君） 

議長の許可のもと、一般質問を行います。初めに、住民の予防接種、任意接種の助

成、帯状疱疹ワクチンなどの支援の拡大について一問一答にて質問いたします。全国

の自治体では、住民の健康を感染症から守るために予防接種法によるワクチン接種が

行われています。法律による定期接種以外に住民の希望者が受けられる任意接種も全

国の多くの自治体で行われ、任意接種では、おたふく風邪、帯状疱疹などのワクチン

接種が実施されています。特に、今日の高齢化する社会の中で、高齢者の方の帯状疱

疹が社会的に取り上げられるようになってきました。帯状疱疹は水ぼうそうと同じウ

イルスで、そして、私たち日本人の多くが、幼い頃に水ぼうそうにかかっているため、

日本の大人では、９割以上がこのウイルスを保有していると言われています。この点

も帯状疱疹が増加している背景とされています。以上の点を踏まえて、次の回答を求
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めます。１点目です。初めに東栄町でのワクチンの定期接種、任意接種の実施状況は

どのようになっていますか。また、定期接種以外の任意接種の進め方はどのように考

えてみえますか。お願いいたします。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。ただいまの質問にお答えいたします。定期接種につきましては、ジフテリア、

百日せき、破傷風、ポリオや結核、日本脳炎を始めとする、誰もが受けるべき A類疾

病の予防接種と原則 65歳以上の高齢者の季節性インフルエンザ、高齢者の肺炎球菌、

感染症及び子宮頸がんのワクチンとなっており、任意接種につきましては、高齢者以

外の季節性インフルエンザ、おたふく風邪のワクチンがあります。また、任意接種に

つきましては、それぞれ助成制度がございます。任意接種につきましては、今後も現

在の助成制度を維持していく考えでおります。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

今、定期接種、任意接種の東栄町の状況について説明がありました。その中で、１

点ですね、いわゆる法律のもとで定期接種、任意接種と分けられているんですけども、

もう一方で、そのワクチンがそれぞれの年齢でどうなのかっていう点があるかと思い

ます。医療医学関係の学会では、推奨する予防接種のスケジュールを出しています。

実際は、その多くの定期ワクチン接種は、この予防接種スケジュールでも、乳幼児期

から学齢期この部分が、接種の推奨期間として、実際ワクチン接種が進められている

というふうになります。そして、インフルエンザワクチンは、全年齢を通して接種が

推奨されています。もう一方、その中でも、特に 60 歳以上の高齢者の方を対象にワ

クチン接種が推奨されている、そのようなワクチンがあります。インフルエンザワク

チン以外にも、帯状疱疹、水ぼうそう、肺炎球菌のワクチンです。医療関係、医学関

係の学会によって、それぞれの年齢のステージに応じて、ワクチン接種をそれぞれの

種類のワクチン接種を推奨していると。そのような認識について、町としてはどのよ

うに理解してるんですか。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい、議員おっしゃるとおり、やはり、就学前、若年層に対して定期接種を行って

おります。また任意接種につきましても、高齢者のインフルエンザに対しては、助成、

あと中学生以下のインフルエンザに対しては無償で、現在接種を行っていただいてお

ります。高齢者につきましても、あとは任意接種におきまして高齢者の肺炎球菌、こ

ちらのほうは、１回につき 3500円の助成を行っている状況です。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

今先ほど言いました、高齢者の方のところで、今、答弁の中で肺炎球菌についての

助成制度の説明もありました。帯状疱疹について、次にお聞きします。愛知県内でも、

帯状疱疹ワクチンの接種費用の助成を進めている自治体があります。名古屋市と刈谷

市です。また、県内でも、今後の実施を検討している自治体もあると聞いています。

町として、帯状疱疹ワクチンの接種やその助成措置についてどのように考えています

か。また町内の高齢者の方々の帯状疱疹に関わる現状、そしてそれに応じた今後の任

意接種の取組の考え方、先ほど肺炎球菌の説明がありましたけど、加えてという点も

含めてですけども、さらに町として既に実施している名古屋市、刈谷市の助成制度に

ついて、具体的にどのように理解をしていますか、お願いいたします。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。帯状疱疹の接種に対する補助制度は、議員おっしゃるとおり、県内では、名

古屋市と刈谷市の２市が実施していると認識をしております。その助成内容につきま

しては、名古屋市の予定は２種類帯状疱疹のワクチンはあるんですけども、ビケンと

いう比較的安価なワクチンに対しては、１回 4200 円で接種できる。もう一つ高価な

シングリックスというワクチンにつきましては、これ２回打たなきゃいけないんです
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けども、１回につき１万 800円で接種できると聞いております。もう一つは刈谷市に

おきましては、一律、どのワクチン、２つのワクチンを打っても 3000 円の助成とい

うふうに聞いております。参考までに、帯状疱疹で医療センターを受診された方は、

令和元年度１１名、２年度 14名、３年度は 12名でありました。また、医療センター

で帯状疱疹のワクチンを接種された方は、今年度５名おられます。ワクチン接種に対

する助成制度の創設につきまして、豊橋市、豊川市、新城市に問合せをしてみました

が、いずれも当面実施予定はないという回答でありました。今後は、県内の状況、近

隣市町村の動向を見て助成については検討していきたいと考えております。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

今説明いただきました名古屋市そして刈谷市の状況も含めてですけども、先ほど言

いましたように東栄町では、この任意接種について、高齢者の方のところでは肺炎球

菌ワクチンについては助成制度をしているということですけども、１回につき 3500

円というふうな内容かというふうに理解します。帯状疱疹についての全体の概要です

けども、日本人ではですね、50 歳代から帯状疱疹の発症率が高くなり、70 歳代でピ

ークになる。そして 80 歳までには３人に１人の方が帯状疱疹になるという確率があ

ると言われています。そして帯状疱疹の中の約７割が 50 歳代以上ということです。

皮膚の症状、これが治った後もですね。50歳以上の方の約２割の方が長期にわたって

痛みが残るという帯状疱疹後神経痛になる可能性も指摘されています。先ほどの名古

屋市、刈谷市のところで、県下の 54 市町村の中で、２自治体という点があるわけで

すけども、それぞれですね助成割合が違いますけども、全体としては半額程度をです

ね助成をしていくということになってるかと思います。この肺炎球菌についての助成

額の東栄町の取り組みを考えたときにですね、全額では当然出来ませんが、一定程度

の割合でですね助成していくということは十分あるんではないかというふうに思い

ます。この点で、帯状疱疹になられた方々の話ですね、実際に、そして 50 歳代、60

歳代、70歳代、また 80歳代の方々のですね、高齢者の皆さんの意見をですねちゃん

と聞いていく、この中でこういう任意接種の助成が必要なのかどうか。これ十分検討

する必要があるんじゃないかというふうに思います。さらにこれは高齢者の方のみで

はありません。今後誰もが年をとっていったときに、この町での老後の中において、

将来の帯状疱疹の感染予防、これがしっかりされている、その支援がされているとい

う点でも重要な取組になるというふうに思います。その点では、今後のですね政策検

討の中に十分あるんではないかというふうに思いますが、その点どうでしょうか。 
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（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。やはり今後、接種の状況とかニーズとか、こういったものをいろいろ考慮し

まして、さらに、さらにというか、新たに検討始めていきたいと思っております。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

先ほど説明がありましたように、名古屋市の助成制度、これは２種類のワクチンに

ついてですけども、もう一方のですね、シングリックスについては、高額な負担で、

名古屋市の資料によればですね、２回接種した場合、それぞれの医療機関や個別のケ

ースによって違いがあるとして、４万から６万の自己負担になるというふうに記載さ

れています。この点でも、その軽減を図るという点でですね進めているというふうに

思いますから、刈谷市がやってみえるようにですね、１回接種のビケンというワクチ

ン、この部分をですね、実際、実費で払う場合は、7000円から１万円ぐらいかかると

いうふうに言われてるようですけども、この半額程度ですね、助成していくという点

は十分あるんではないかと。やはり、名古屋市初め、刈谷市についても、また検討さ

れているという自治体の話においてもですね、その自治体の政策としてですね、独自

の政策としてそれをつくっていく住民の皆さんと政策を進めていくんだという点で

すから、周辺自治体ということではなくて、この町自身が、高齢化の中においてです

ね、どのような生活、暮らしを支援していくのか、毎日の暮らしを支えていくのか。

その点でも、この検討を是非ですね進めていただきたい。やはり住民の皆さんの意見

要望、その中からですね、政策づくりをしていくという点では、私はこの帯状疱疹ワ

クチン、この助成制度の検討はですね、今後、来年度向けてですね一つの課題として

位置づけていただきたいというふうに思います。３点目ですけども、現在取組が進め

られています第３回目の新型コロナのワクチン接種について伺います。接種希望調査

を始め住民接種に向けてどのように進んでいますか。そして、新たな変異株オミクロ

ン株の感染が広がる中で、接種開始時期を早めるなどの対応、この点も含めてどのよ

うに準備を進めているんでしょうか。お願いいたします。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。現在、７月 31 日までに２回目の接種を終えた方を対象に接種の意向調査を

実施しております。これ、回答期限が今週の金曜日となっております。この調査に基

づきまして、希望者に対しまして接種券一体型予診票及び接種済み証明書と予約票を

今月 20 日に発送する予定でおります。接種につきましては、医療センターで２月の

上旬から接種を開始し、基本、月曜日、金曜日の午後、場合によっては水曜日の午後

で接種を予定しております。なお８月以降に２回目の接種を終えた方につきましても

順次接種の希望調査を実施しまして接種券等予約票と一緒に発送する予定でおりま

す。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

今答弁がありましたけども、一つは、接種そのものについては、これまでですね１

回、２回の接種を通して、やはりワクチンそのものが確保され順調に接種ができるか、

そしてまた会場の確保の問題やそれから人的な要素、幾つかの要素があって、ワクチ

ン接種を支えているというふうに思います。今回の国のほうでの前倒しの接種、これ

についてですね、今後、スタート時期が早めれるかどうかということもありますけど

も、全体として、接種期間をやっぱり短縮というかですね、なるべく前倒しの方向で

ですね接種期間の中の接種回数を増やしていくとか、そういう点も含めて今後検討さ

れていくという点でいいんでしょうか。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。前倒しの件につきましては、愛知県知事の方も、高齢者施設、あと障害者施

設のほうを特に前倒しで実施して行くというような意向を表明されましたので、こち

らといたしましても、やはり接種を請け負っていただく医療センターと、また当課の
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調整いたしまして、はっきりとはここで言及出来ませんけども、前倒しの件につきま

してもなるべく沿えるように調整を進めていきたいと思います。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

前倒しの件は、やはり先ほど言いましたように全体の接種がスムーズに行われてい

くということを基本にしながらですね、どれだけ時間的な前倒しができるかという点

ですから、今答弁がありましたようにいろんな要素からですね検討していただき、ま

た国、そして愛知県との関係もあると思いますので、その辺を含めて調整いただきな

がらですね、この前倒しがどう可能なのか、またそれがスムーズにどうできるのかと

いう点での検討をしていただきたいというふうに思います。２問目の質問のほうに入

らさせていただきます。東栄町暴力団排除条例の周知と実効性、地域住民の暮らしと

安全を守るためについてを質問いたします。東栄町では平成 24年 2012年に東栄町暴

力団排除条例を制定しています。全国では、平成 21年 2009年の佐賀県での条例制定

から始まり平成 23 年 2011 年にかけて 47 都道府県の全てで制定がされました。この

間、そしてそれ以後の中で、全国の市町村でも同様の暴力団排除に向けた条例の制定

が進められてきました。この暴力団排除条例は、条例の制定にとどまらず、この条例

のもとで、行政、住民、事業者と警察などが一体となって暴力団を排除し、安全で平

穏な地域づくりをともに進めていくことがその趣旨です。過疎地も含め安全安心な地

域づくりのために極めて重要な取組です。以上の点を踏まえて次の回答を求めます。

１点目です。東栄町の暴力団排除条例は条例の制定以後どのような取組が進められて

きたでしょうか。条例にもあるように、町の責務、町民の責務、事業者の責務のそれ

ぞれの立場からどのような取組が進めてきたでしょうか。回答をお願いいたします。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい。総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。失礼します。暴力団排除条例につきましては、平成 24 年３月に、議員も言

われたとおり町民及び事業者が一体となって暴力団の排除を推進し、地域経済の健全

な発展に寄与し及び町民の安全で平穏な生活を確保することを目的に制定させてい

ただきました。本町の取組といたしまして、まず課長職全員に不当要求防止責任者を
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選任しました。また３年に１度の研修に参加し、警察、あるいは他の自治体との情報

共有に努めております。このほか細かな話になるんですが、町の公共工事請負契約約

款ですとか物品売買の契約約款には、それぞれ暴力団排除に係る解除を規定し厳しく

制限しているところでございます。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

今、条例制定以後の取組の概要について説明がありました。この条文の条例の条文

の中でですね、特に大事な点は、それぞれの責務をどう果たすのか、行政も含めてと

いうことで当然あるわけですけども、その点では、町の責任、責務ですねそれから住

民の方の、そして事業者の方のというふうに述べているわけですから、この条例その

ものが、住民の皆さんに、この暴力団排除条例が制定されていること、そして、その

内容ですね、その意味について、趣旨についても知っていただくことが一番大事じゃ

ないかと思います。ほかの自治体では、ホームページで暴力団排除の取組みを紹介し、

条例の趣旨やそしてその内容が分かるようにしています。東三河の多くの自治体でも

同様にホームページから暴力団排除の取組みや啓発の内容が分かるようにしていま

すが、この点、東栄町ではどんな取組となっているでしょうか。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

ただいまの御質問ですが、本町の場合、ホームページから条例等を検索することは

可能となっておりますが、議員言われたとおり、この条例の趣旨ですとか解説、この

ようなものを、記事、載せた記事は掲載しておりません。他の市町村も参考にしまし

て、内容の検討、掲載するかどうかの検討を進めてまいりたいと思います。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 
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今、答弁いただいたようにですね、そのホームページだけではないわけですけども

例えば広報紙もありますし様々な行政としての情報の伝達をする手段はあるかと思

いますが、特にこのホームページについては、先ほどの答弁がありましたように、東

栄町ではホームページから暴力団排除のことを検索するとですね、とても少ない情報

ですね、それからこの暴力団排除条例そのものの概要やですねそれに類似したですね

取組、つまり、この後述べますけども、条例をどう活用していくのかという点の情報

も出ていないと思うんですね。ですからやはりここは大きなポイントだというふうに

思いますから、その点は、今の答弁の話については、是非ですね改善の方向というか

対応していただきたいというふうに思います。それと同時に、先ほど答弁にありまし

たように、制定後ですねそれぞれ行政組織の中で体制を組んでるというふうになって

るかと思うんですけども、制定後のこの 10 年近くの中で条例に抵触した事例、また

はこの条例に定められた措置や指導、これに該当したものっていうのはあったんでし

ょうか。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

少し調べさせていただきましたが、条例に抵触した事例はございませんでした。以

上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

抵触した事例はないということなんですけども。一つ、この条例が制定した後、機

能させていく。つまり生かしていくという点では、幾つかの取組みをしていかないと、

この条例制定だけでは不十分になる。東栄町でのですね行政の申請手続や補助事業の

手続などの要綱、それぞれ各課が決める手続きのマニュアルとかそういうことだと思

うんですけどね、この要綱、これについて暴力団排除の条項がまず入ってるかってい

うことが一つ。それから先ほどありましたように、入札の部分等ですね資格審査やそ

の辺では、それからあとほかのところでも要綱に入ってる部分があるという説明があ

ったんですけども、全体としてこの要綱等はですね条例も含めて要綱等がですねチェ

ックされてるかどうか。あるいは時間的な部分として、あと新たに制定したものを含
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めてチェックされてる。それから各課が持っているそれぞれの分野のところの幅とし

てのチェックはされてるか、この点はどうでしょうか。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。東栄町におきましても、今言われた暴力団排除条例ですとか公共施設の暴力

団排除に関する条例、不当要求行為等の対策要綱ですとか、細かく言えば町営住宅の

管理条例など様々な条例、要綱をにおいて暴力団排除について規定しておりますが、

細かく調べたことはございませんので、ほぼこの要綱は文言を盛り込んでおると思い

ますが、最近制定したような補助要綱ですとかこのようなものはまだ私調べてござい

ませんので調べさせていただきたいと思います。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

是非、今お話があったように、時間の経過の中で、この 10 年近くというところで

すね、時間の問題と先ほど言いました各課が持っている様々な要綱、これは各課のと

ころで判断して必要だから作ってるわけですけども、これがですね、この暴力団排除

の趣旨としてですねちゃんと機能してるかどうかという点を確認をお願いぜひお願

いしたいと思います。３点目ですけども、暴力団排除条例を制定している東三河の自

治体でも警察署との連絡協議体制を明文化して実効性のある取組というのが既に行

われています。東栄町役場で、毎日の行政の事務の中で、この暴力団排除の実効的な

仕組み、措置がどのように図られているか。先ほどのとこで、条例制定後の取組みの

話もありましたし、それから要綱等の話もありました。この部分をしっかりやってい

くことは、改めて重ねてですけども重要であり、さらに、この取組に、一連の取組で

すね、やはり先ほどの条例に載っているところの住民の皆さんや事業者の皆さん、こ

の必要、協力そのものがですね大変必要不可欠です。住民や事業者の方へ、先ほどの

ホームページの内容も含めてですけども、必要な情報提供やそれから日々の啓発活動、

これを行いながら、やはり暴力団排除の取組を周知していく。徹底していく。このこ

とは必要だと思いますが、改めてその点どうでしょうか。 

（「議長、総務課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

ただいまの御質問でございますが、今言ったとおり周知という点では、あまり積極

的に行っていなかったということで、ホームページの趣旨ですが解説、また広報紙に

も掲載して、これはどんな条例なのか、解説をもって住民の方に周知をしていきたい

と思います。以上です。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

実効性のある取組ということで、そのとこで話を今してますけども、少し具体的な

内容としてお伺いしたいと思うんです。先ほどの多くの自治体という中の話なんです

けども、多くの自治体では警察署と行政の事務及び事業から暴力団の排除を徹底する

ため相互の連絡協議体制の確立という内容の文書での合意書を取り交わしています。

隣の設楽町さんでも設楽警察署さんと合意の取り交わしをしています。一つはやはり

町自らが、先ほどの制定後のいろんな取組があるんですけども、これを機能させてい

く点からも、行政の事務事業を暴力団排除の点からチェックできる仕組みが必要と思

うんですね。これは自らがというと、同時にやはり社会的な問題ですから、警察の、

警察署との連携の中でですねチェックしていくというふうになると思います。そして、

ではそのようなものが出来た中で行政組織がどう変わったのか、どう対応しているの

かというふうになります。これも同じように東三河のある自治体ですけども、各部局、

東栄町では各課というふうになると思いますが、暴力団排除条例またはそれに基づく

要綱等になると思いますが、抵触、該当しないかの照会確認、これを自治体の担当の

課で一元的に取りまとめて警察に問い合わせるという仕組みになっています。当然、

自治体の規模が様々でありますから、ここのところなければ大きなとこですので、年

間で平均すると数十件の照会、問合せがあるというふうに言われています。そして、

それぞれの自治体で、先ほど言いましたけども申請手続きや補助事業の手続きを定め

ている要綱、この中に、申請者や申込者が暴力団排除条例に該当しない旨を事前に確

認するためにはこのようなプロセスで確認する。つまり、行政だけでは出来ないわけ

ですから、警察の力を借りながらやっていくというふうな相互の関係になるわけです

ね。このチェックの内容はどこまで、当然、行政の立場としての公平性、透明性と行
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政の持っている基本的な立場がありますから、その点を含めた中なんですけども、豊

橋市さんと豊橋警察さんとの合意書、この内容は既に豊橋市のホームページでも出て

いますけども、からも検索出来ますけども、この合意書の中では、自治体の契約、補

助金の交付、そして自治体の権限における許認可、そして公営住宅の入居など、９項

目にわたって暴力団排除の対象を具体的に明記されています。この点を通じて言える

ことは、行政として条例、要綱に暴力団排除の条項をしっかり示していくということ

です。もう１点はやはり警察署と連携した取組み。このために合意書を取り交わして

いくということです。さらに、これまでに述べてきましたように、この町、地域とし

て、やはり多くの人の力を借りる点から言うならば、住民の皆さんや事業者の方と協

力してこの暴力団排除の取組みを広げていく。この３点がどうしても大事だというふ

うに思います。こうした取組み、仕組みを通してですね、町内の住民の皆さん事業者

の方はもちろんですけども、町外の方にもこの町全体で暴力団排除を進めているんだ

と、このことを意思を伝える、示していく。このことは重要になってくると思います

ね。ホームページ、先ほどのホームページの話それから広報誌、そして街頭での掲示

も含めてですけども、今後検討していくいくつかの点があると思いますし、それはや

はり他の自治体で比べれば早急に進めていく必要があると思います。その点どうでし

ょうか。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

まず警察との連絡、協議体制でございますが、現在東栄町にはございません。警察

と情報共有するということは大変重要と考えますので、協議の上ですね協定等の仕組

みづくりを検討させていただきたいと思います。いろいろ条例ですとか制定しておる

わけですけれども、ここで住民、事業者と一体になってということ、議員言われると

おり重要となってまいりますので、ここにつきましてもまた細かなところを検討させ

ていただきます。 

（「議長、７番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、７番。 

 

７番（加藤彰男君） 

先ほどの３点の部分も含めてですね、是非、暴力団排除の取組みをですね、まさに
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実効性のある取組みというふうに行政の中で示していく。そして、住民の皆さんと一

緒に進めていくんだという点をぜひ進めていただきたいというふうに思います。私た

ちの町この東栄町、この１年余りの間に地方自治法のもとで条例改正、町長解職とい

う二度の直接請求、そして町長退職による８月の町長選挙、その後は、住民監査請求

さらに住民訴訟と続いています。地方自治の首長と議会の２元代表制という間接民主

制の中で、制度の中で、住民の意思を直接反映する形の直接請求が二度行われ、また

４年の任期を待たずに、自治体の長である町長の選挙が実施されました。今回私は、

帯状疱疹などの任意のワクチン接種の助成の拡大、そして暴力団排除条例の周知と実

効性のある取組について質問いたしました。それぞれ各課のところでのぜひ検討をで

すね前向きに進めていただきたいというふうに思います。私たちの町東栄町は、小さ

な自治体で住民と行政職員の顔が見える関係です。毎日の暮らしを通してお互いにつ

ながりそして安心して暮らせる地域づくりのために、何よりも住民の皆さんの要望、

意見。これにしっかりこたえる行政の仕組み、姿勢が求められると思いますし、これ

が大切な土台だというふうに思っています。この間の町政から何を学び、どう生かし

ていくのか。２元代表制である行政、そして私たち議会が、それぞれの立場から考え

る必要があるというふうに思います。そして、この共通した土台は、それぞれがとも

に住民の皆さんのために、住民の皆さんの日々のために頑張っていくというふうに思

います。今回のこの 2つの質問を含めてですね是非それぞれのところで、また行政全

体でですね検討を進めていただきたいと思いますし、まさに検討は実行してく、それ

が住民のま皆さんに返っていく、届いていくということだと思いますので、是非お願

いしたいと思います。以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議長（原田安生君） 

以上で７番、加藤彰男君の質問を終わります。 

 

-----４番 山本典式 議員---------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

それでは、４番、山本典式君の質問を許します。 

（「議長、４番」の声あり） 

４番、山本典式君。 

 

４番（山本典式君） 

では、議長のお許しをいただきましたので、一括方式で一般質問をいたしたいと思

います。今回につきましては、新医療センター等建設にかかる財源確保等についてお

伺いしたいと思います。今回の新医療センター等建設するに当たり最も重要な財源で
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ある国民健康保険調整交付金、約 1 億 4200 万円の確保に失敗したことは、非常に残

念に思います。９月に入り、議会全員協議会及び議会定例会にて謝罪と経過説明があ

りました。それによると、町長は一旦６月末で辞職していますが、職務代理者である

副町長は７月初めには、この事実を知っていたと思われます。その後、町長再選とな

りましたが、交付金確保の失敗原因となる確かな報告とあわせ、責任所在も明らかに

しないままに新たな財源が確保されていない状況の中で入札を執行し、本契約に関す

る議案を最終の議会本会議に提出、賛成多数で可決するに至りました。以上のことか

らも分かるように、町長の建設ありきの取組姿勢が、交付金の確保に失敗したと。根

本的な原因ではないかと考えています。この点を中心に、町長の責任を質したいと思

います。重複した質問もあるかと思いますが、明確な答弁をお願いいたします。第１

問として町民への回覧文書、これは 10 月１日付けです、について伺いたい。①調整

交付金額が回覧文書に明示されていないのはなぜか。２点目ですけれども、文書中の

例えば、交付金は現状では確実に見込むことが出来ないと記述しながらも、一方では、

最後のほうで、少しでも交付金がいただけるように最善の努力を重ねていく、とある

が、この文書は内容的にも矛盾してると思うし、最善の努力を重ねていくとは何をど

うするのか。具体的な説明をお願いしたい。３点目は、この回覧文書は、町民の皆様

への皆さんへのおわびの文書と思うが、この１枚の文書でもって説明報告に代えるつ

もりなのか。直接の謝罪は省くつもりなのか。その点をお伺いしたいと思います。そ

れから大きな２番目としまして、新たな財源としての過疎債確保の見通しを伺いたい。

３点目が、入札執行の時点では、新たな財源確保がされていないにも関わらず、延期

等の手段をとらず入札執行に踏み切った見解を伺いたい。それから４点目が、町の経

過説明に町のほうからの経過説明ですけれども、交付要件を県国保課を通じて厚生労

働省に確認しながら協議を進めておりましたと、こう説明しているけども、町が言う

ように確認協議をしていたなら、交付金の失敗という結果にはならないと思うがこの

点どうか。それから、５番、５点目としまして、町長はなぜ建設ありきでそんなに急

いで進めるのか。急ぐより慎重さが必要ではなかったのか、伺いたい。例えば、これ

は私が思うことですけど、例えば、急いだと思われる点として。１点目が、設計を委

託しながらも当初予算には概算の建設工事費を計上したこと。２点目が、今回の交付

金の確保失敗も、要件の交付金要件ですね、要件の独断的な解釈により確認を怠った

こと。３点目が、基本設計完了後少なくとも、県国保課のチェックを受けた上で実施

設計に着手すべきと思うが、その点を怠ったために交付金対象の施設とならなかった。

４点目が、財源確保がされていないのに入札を執行したこと。以上で通告書の説明を

終わります。 

 

議長（原田安生君） 

４番山本典式君の質問が終わりました。質問に対する執行部の回答を求めます。 
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（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。それでは私のほうから順番にお答えしていきたいと思います。まず、大きな

１番の①、調整交付金の金額が明示されていないのはなぜか。これは町民への回覧文

書についてでございますけれども、こちらは特に意図したものではございません。次

に、２番目の文書中の、例えば現状では確実に見込むことが出来ないと記述しながら、

一方では少しでも交付金がいただけるように、最善の努力を重ねていくとあるが、こ

の文書は、矛盾していると思うし、最善の努力を重ねていくとは何をどうするのか、

具体的な説明をお願いしたいということですけども。現状、この交付金の事前協議の

前の段階の計画内容の協議の段階であり、少しでもこの交付金が交付されるよう、来

年度８月の事前協議までは、最善の努力を続けていきたいと思っております。次に③

番ですけども、この回覧文書は、町民の皆さんへのおわびの文書と思うが、この文書

をもって説明、報告にかえるつもりなのか、直接の謝罪は省くつもりなのかという質

問ですけども。現状をこの文書で説明、報告をさせていただきました。次に、大きな

２番、新たな財源としての過疎債確保の見通しを伺いたい。この点につきましては、

過疎債につきましては、県の関係部局と打合せを行い事務処理を進めております。次

に、大きな３番、入札執行の時点では、新たな財源確保がされていないにも関わらず

延期等の手段をとらず入札執行に踏み切った、見解を伺いたい、ということでありま

すけれども、こちらは、予算上、支出負担行為ができる状態にあるため、入札執行は

問題ないと考えております。次に、大きな４番目ですけども、町の経過説明に、交付

要件を、県国保課を通じて厚生労働省に確認しながら協議を進めておりましたと説明

しているが、町が言うように、確認協議をしていたなら失敗という結果にはならない

と思うが、この点はどうか、という点でございますけれども、現状、交付金の事前協

議の前の計画内容の確認の段階であり、引き続き、要綱の解釈の確認についての協議

は続けております。次に、大きな５番の１番目、設計を委託しながらも、当初予算に

概算の建設工事費を計上したこと。この点につきましては、一般的に工事の場合、予

算では、概算で工事費を計上しまして、実施設計で出された額を予定価格としており

ます。次に、今回の交付金の確保失敗も要件の断続的な解釈による確認を怠るという

点でございますけども、町としましては、交付要綱の解釈は、保健福祉センター内に

検診用の２つの診察室を整備することで交付対象となるものと判断しておりました。

次に、３番目ですけども、基本設計完了後、少なくとも県国保課のチェックを受けた

上で実施設計に着手すべきだったと思うが、その点を怠ったために交付金対象の施設

とならなかったという点でございますけども、こちらは、今お答えしたとおりです。

最後に、財源確保がされてないのに入札を執行したこと。こちらも、先ほどお答えし
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たとおり、予算上支出負担行為ができる状況にあるため、入札執行は問題ないと考え

ております。以上です。 

 

議長（原田安生君） 

はい。執行部の回答が終わりました。 

再質問。はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

再質問に移りたいと思います。私、本当に残念だなと思うのは、こんだけの１億 4200

万円、結果的には町長が最終決裁するんでしょう。最終決裁して課長が動くわけです

よ。それが結果的にはもらえなんだということは本当に重要だと私は思うんですよ。

だから私の質問に町長が答えられるところは答えていただきたいんですよ。それを全

部課長にやらせるってどういうことですか。答えてください。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

まず何回も言いましたように私が答弁しても課長が答弁しても同じ答弁というこ

とでお願いをしたいと思いますが、それからもう一つ、今回、住民監査請求却下から

訴訟事案にされたという状況でありますし、その経過判断を待ちたいというふうに思

っておりますが、住民訴訟に係る件につきましては、その最中でありますことから、

この以後、これに関する答弁は控えさせていただきます。今、１回目の答弁につきま

しては、９月議会が終了された状況の中での答弁ということでありますので、その辺

は御理解をいただきたいと。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

予定してなかったんですけど。町長は、私が言っても、課長が言っても同じだとい

うことなんですけど、責任の度合いが違うんですよ。町長職が最終決裁でしょう。同

じだっていう意味合いはないんじゃないですか、そういう答弁は前置きの答弁は。ま

あいいです。再質問します。ちょっとあらかじめお断りしておきますけれども、私は
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重複した質問がいろんなとこで出てくるかと思いますが、そこら辺は、ひとつできる

だけ明確な答弁いただきたいと思っております。順序も、時間の関係上、順序不同に

なるかと思いますのでよろしくお願いします。最初に 10月１日付けで配付した中に、

交付金のあれが書いてないということの質問でも、意図したとこはないと。これはう

ちのほうが考えることであって、書かにゃいかんほう、主体となるほうが意図したこ

とじゃないっていうと、それを受けるほうが意図したんじゃないかと思うわけですよ。

だから、これは明確に書いたほうがいいんじゃないですか。そういうことを私は言い

たいんですよ。正直言って回覧文書はある程度予備知識がないと分かりにくいかもし

れません。私も組内の人から、何が書いてあるかわからんじゃないかというような話

もあって、取りあえず私はみんなのおる前で説明しました。この文章の末尾に深くお

わび申し上げますということと、今後も交付金が少しでもいただけるよう最善の努力

を重ねていくと書かれたので、私はこの文章は明らかに交付金がもらえなかった、確

保失敗したことのおわびだなと、そういうことを思ったもんですからそこを視点に重

点的にお話ししたわけでございます。そうだとすればこの文章がそうだったとすれば

恐らくそうだと思いますけども、町長はもっとストレートに、例えば表題は整備につ

いてじゃなくて、おわびの文書にしたらどう、どうです、どうだったかということと、

それから内容も的を外したような表現やオブラートで包んだような言い回しはやめ

て、町民の皆さんが素直に理解できるような文章のほうが良かったんじゃないかなと

いうことを思いました。再度、端的に伺いますが、交付金１億 4200 万円の確保に失

敗したということについて、町民の皆さんに直接説明をする場を設けるなら別ですけ

ども、この１枚、これ現状報告だって先ほど課長さん言いましたが、この回覧文書１

枚で済まそうとするなら、もちろん交付金額を文書に明記するのは、これは当然だと

思うんですよ。そのほか、確保に失敗した原因だとか責任の所在など、そういったも

のを明らかにすべきではなかったかと思うんです。というのは、深くおわび申し上げ

ますっておわびにならんじゃないですか。何でもそうです、申し訳ありませんでした

って言ったって何が申し訳ありませんでしたかって。逆に返ってくるんでしょ。こう

いうことで申し訳ありませんでしたというのが当然であって、これ文書でも同じだと

思う。深くお詫び申し上げますの一文だけでは理解、納得が住民の人は出来ないと思

うんですよ。その点どうですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

先ほど課長が答弁したとおりでございます。 
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（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

町長そういう答弁で全部終始するんですか。結構です。２番目言うんです、この文

章ね私、２点目に上げたんですけど、文書の内容が矛盾してるんじゃないですかって

私言ったんです。だけど、課長は、これは事前協議の前段階の打合せだって、だけど、

経過報告の中には、もう交付金が来ないよと、来ないよ付けないよということで、私

は経過説明があったんだと理解しております。というのが１点ですがこれ私の質問書

読みますと、今後少しでも交付金がいただけるよう、最善の努力を重ねていくとのこ

とですが、町長としては交付金確保に失敗したということを認めたくないという気持

ちが、気持ちからということを思いますが、結論的に言えば、私はですよ、私はどう

考えてもこれはあり得ないと思うんですよ。というのが、一つは、この９月に交付金

から過疎債に財源を切替えた議案が提出されて、議会の議決を得てるんでしょう。可

決されてるんでしょ。この事実は町長が交付金の確保を諦めたっていうことじゃない

んですか。どうですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

先程も言いましたように、それは関連する質問だと思いますので答弁を控えさせて

いただきます。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

町長マスクやってるもんで、どう言って答弁してるかわからない。私は議会の議決

を過疎債について議会の議決を得といて、いやいやそれは最悪の場合ですよというよ

うなことを言えるんですか議会に対して、もうこれは交付金諦めたっていうことの措

置の中で過疎債を計上して議会に出したんじゃないですか。そんなん、仮にっていう
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ことあるんですか議会に出すに、もう１回答弁してください。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

何度もう言いますように、現在訴訟の関係上ございますので、その最中であります。

これに関連する答弁は控えさせていただきます。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

訴訟の対象になるって、まだ公判中じゃないんでしょう。僕、私はそう思うんです

けど、今回きっと町長とそういうこと言うだろうなと思ったんですが、真実は一つな

んですよ。僕のレベルの質問なんて大した事はないかもしれませんけど。いずれにし

ても質問に対する回答というのは真実は一つだと思うんですよ。今度、公判が始まっ

たら同じことを言えばいいんじゃないですか。何か差し障りあるようなことを言うん

ですか。私、それで私は議会の議決を得てると、だからこれはもう交付金諦めなさい

よっていう意味じゃないんですか。それは言っておきます。それで続いて言うのは、

私予測してない答弁、答弁いただいたんで、ちょっと勝手な質問をつくったんですけ

ども。はっきり言いますけども、経過説明の中で言ったのが、県国保課では、もし東

栄町が交付金１億 4200 万円をいるとすれば、必要なら増築しなさいよと。対象とな

る部屋を作りなさいよと。そうすれば１億 4200 万円を付けますと、いうような説明

があった。だけどもこれは執行部のほうで言うには、今の実施設計でいったほうがい

いんだと。安いんだと。だから、交付金をもらうために増築するのを諦めて、今回の

実施設計でいきますよと、そういう説明じゃなかったんですか。そうすると、この報

告だったと思いますけども。このことからしても、交付金確保あり得ないということ

になると思うんですよ。どうですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 
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町長（村上孝治君） 

何度も言いますように、そのことの答弁によって関連する答弁となりますので控え

させていただきたい。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

そうやって全部、交付金がもらえなかったことを私は中心に質問するもんですから、

これ以下のほうが絶対に町長の答弁はないと思ってます。でもそういう回答になる、

回答で結構です。でも町長に質問します。私はね、私は最終的にこの回覧文章の内容

は、町長としてもう９月に、９月議会が終わってこういったもの過疎債なんかも議決

されてるんですよ、可決して。そのあとの文書の町民への配付でしょ。だから、もう

過疎債で議決されたことも含めて、本来は僕は謝罪の文書なら、そういうような方向

で進めておるというぐらいの内容はあってもしかりだと思うんですよ。これだとね、

私は、議会のそういう過疎債はこっち置いといて、町民に対して私は、町民に対して、

ありえもしない期待を持たせた、その事実を曲げた虚偽の内容の文書でもって町民に

配布したことは、責任ある町長としてやるべきことじゃない。ないということを思い

ます。虚偽の文書は配布したと、いうことこれ町長として責任感じないんですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい。町長。 

 

町長（村上孝治君） 

先ほど答弁したように、その段階での報告ということで、述べさせていただいてお

りますので、御理解をいただきたいと思います。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

もう１点ね私、この回覧文書の中でこういうことおかしいなというのはね、私は推

測だといかんもんできちんと答えていただきたいんですけど、もう１点あるんですよ。
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この交付金は全国的にも活用事例が少ないって書いてあるんですよ。回覧文書の中に。

と前置きしながらも、本来なら活用事例が少ないというなら通常より慎重な対応が必

要だと思うんですよ、こういう事業については。そのはずだと思いますけれども、実

際には経過説明の中であったのが、町は自分たちは交付要件を満たしていると解釈し

て思い込みをし、確認しないまま進めてきたと、いうような感じの説明してるんです

よ。全くこの事例を挙げたことと真逆な方向で進んできたということだと私は思うん

ですね、本来なら、事例が少ないなら、きちんと非公式、公式にももちろんそうだし

非公式にも、電話、電話でも何でもいいですけれども、ここはこういうのはどうだと、

そういう慎重な対応が必要なんですけども、経過説明の中では全く逆な経緯を説明し

てるんですよね。今回の、私は、実際にはこういう交付要件を満たしていると思い込

んだ。これが、今回の失敗につながったということは本当に驚きです。というのは、

保育園もそうだったと思うんです。確か 6000 万の補助金が入る、ちょっと私記憶で

今言うんですけど、6000万の補助金が入ると言ったのが結果的には 2600万だったと

思うんですよ。その時の説明が、要綱の解釈は、したら 6000 万入るように私はとら

えたと、確かそういうふうな答弁がちょっと若干細かいところは違うかもしれません

が、保育園も全く同じなんですよ。これから言うと、私から言わせると、このことは

ね本当にね避けて通れることだったと思うんですよ。初歩的なミスだと思うんですよ。

この初歩的なミスであって慎重さを欠いたと言わざるを得ないと、私は思うんですよ。

私は、私のことも町長よく答弁の時に私の事引き合いに出すんですけども、私も長い

間、東栄町の役場でお世話になってきたわけでございますが、今度は逆に私言わせて

もらうんですけども、町長も役場職員としての大型事業もやってきたと思うんですよ。

長年のキャリアがあったと思うんですよ。にもかかわらず、なぜこのような初歩的な

ミスを見逃したんですか、最終決裁で。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

すいません。住民福祉課長がお話を回答したとおりでありますが、現状、交付金の

事前協議の前の計画内容の確認の段階であります。まずこれは９月議会の時にもお話

をさせていただきました。そういう段階の中でありましたので、引き続き先ほども答

弁させていただいたとおり、要綱の解釈の確認については、協議を続けております。

以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 



72 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

だけどね、事前協議の前の段階で前の段階でっていうんですけども、ちょっと私、

解釈違っとったら謝りますけども。７月６日に事前協議の前の段階で資料を出せと。

それで７月２７日に交付金の対象にならないよっていう決定がされてる。７月６日の

時に、県や私報告聞くとですよ、県や厚生労働省は、これはおかしいじゃないかとい

う疑問を持っとったと思うんですよ。子育て支援センター、これは私からみても異質

な、保健センターとは異質なんですよね私から見ても、名前も違うし、それを取り入

れて交付金の対象にして全部やるんだって、これは町長、長年、事務的な面、職員と

してやってきたことの中で、本当に注意せにゃいかんことだと私は思っておったんで

すよ。異質な、こういうものを入れていいのかということは私も思ったんですよ。だ

から、前の段階っていうんだけども前の段階でもう交付金は対象にならないよって決

定されてるんじゃないですか。そういう説明じゃなかったんですか、経過説明。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

何回も言いますように関連する問題になりますので、このことについては答弁を控

えさせていただきます。 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

私ね、はっきり言っておきます。町長何しゃべっとるかマスクで私あんまりはっき

りわからないもんですから一方的にしゃべるとこあると思うんですけど。本当にねこ

ういうはっきり言って担当者に本当はあれしたくないんです。最終決裁は町長にある

んですから。町長も副町長も職員上がりで失礼ですけど、職員上がりで来て就いてる

もんで、こういう交付金とか補助金がもらえる要綱に対して適切かどうかっていうの

は、やっぱしチェックして町長も来たと思うんですよ。それを他人ごとのように答弁。

しっかりした答弁もいただけないと本当に残念だと思います。１億 4200万円ですよ。

もう一つね、次移りますけども、過疎債の確保の見通しですけども、これは県とも話
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し合ってやってきとるということですけども、私ねこれ何でこれあげたかっていうと、

今の段階で分かるかどうかなとは思ったんですけども、もう交付金がもらえないとす

れば、あと過疎債か自前でやるしかないんでしょう、残すとこは。だから僕は大事だ

なあと思って、町長の見通しがあえて聞いてみたんです。というのは、私も過去に同

様の経験があったんです。現職の時に。というのは、８億円余の過疎債、オール過疎

債で事業やることあったんですよ。はいだいぶ前の話になる、その時に県へお願いし

たら、通常枠じゃ駄目だと、県は対象にならない、対象というのかな予算枠がないと。

だから国にいってもらってくれと。特別枠で、だから、また申請書を作り直して、私

は全てやったんじゃないですけど、ほかの職員と一緒に行ったんですけど、国のほう

へ行って、８億円余の過疎債特別枠でもらってきた経緯があるんです。だから私は心

配してるんですよ。これ６億円ですよ最初、最終的には。そこら辺一回改めて答弁お

願いしたいんです。 

（「議長、副町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、副町長。 

 

副町長（伊藤克明君） 

はい。そちらにつきまして先ほど住民福祉課長が答えたとおりでございまして、県

とその点についてはですね協議を進めておる状況であります。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

じゃあこれも仮の話なもんでお答えいただけないかもしれませんけども、もし過疎

債１億 4200 万円また新たに追加したわけですね。それでここの継続費みると６億

1000万、６億 1000万かな。最終の過疎債そんなものになってると思うんですよ。そ

うすると、仮にですよ、もし過疎債、医療センターばっかりじゃないと思うんですよ

ね。通常のほかの事業にも過疎債充てるもんですから。きっともっと増えてくると思

うんですよ。そうすると仮にこの過疎債の確保も失敗となれば財源はどこに求めるの

か。答弁出来たらお願いしたいと思います。 

（「議長、副町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 
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はい、副町長。 

 

副町長（伊藤克明君） 

はい。６億 1000 万についても、額についても含めてですね、県と協議を進めてお

ります。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

よくわからないんですけど、私は過疎債失敗すれば自前で、オール町費でやらんな

らん、いうことも考えて。そうなればそうなったで、考え方は本当はあったと思うん

ですよ。まさかこういう事態になるとは思っていなかったもんですから。結構ですけ

ども、次、質問させていただきます。財源確保がされていない時点での入札執行です

けども、これは私、調整交付金１億 4200 万がいただけなくなったので即過疎債を確

保して建設を続行すればよいといったそういうそんな程度の軽い話なんですかね。や

ってしまったことは仕方がないという人もおるかもしれませんけども、町長の責任は

残るんですよ。例えばそれで別に町長にやれとかそういうことじゃなくて、よう失敗

すると上層部の報酬カットだとか、そういういろいろなことをやってるとこもあるん

ですけども。町長の責任は私は残ると思うんですけども、町長どうですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

おっしゃるとおりであります。責任は私にあると思います。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

私、保健福祉センターっていうのは、医療センターともかくとしても保健福祉セン

ターは、大前提可決したのはやはりいろんなことがあると思うんですよ。中には、交
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付金の財源確保がやっぱり大前提だということの中でやっぱし可決されたというこ

とも私はそういうふうに自分なりに思っておるんですが、その確保に失敗したとなれ

ば、即過疎債ではなくて、法的に抵触しないと言っても、一時入札は延期して議会に

諮るべきではなかったんですか。これが何のための議会か、ということ私は聞きたく

なるんですよ。この点についての考え方はどうですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

最初の答弁であったとおり、予算上の支出負担行為ができる状況にあるため入札執

行は問題はございません。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

町長も覚えておると思います。町長の公約ですけども、後世に大きな負担にならな

いような形で、これは医療センターだと思うんですけど、後世に大きな負担にならな

いような形で全体に要する経費を必要最小限に抑制すると、発言しておるんですよね。

でも私、たまたまちょっと昨年度の町の行政報告資料見たんですけれどもそれに財源

の過疎債は３億円だった。確かこれ町民に配布したんじゃないかと思うんですけども。

財源の過疎債は３億円だったのが現在６億円余となっておるわけでございます。まし

てや、今回も、これまでの保育園、それから防災行政無線、それから今回の医療セン

ター等の建設を合わせると、立て続けに過疎債といえども約１４億円の借金をしてる

ような形なんですよね。町長は、私も財政について前に質問しましたけど、今年度か

ら４億円の借金の償還が始まると。確かに始まると思うんですよ。だから今年度から

東栄町の財政は危機的な状況になるんだということを言っておるんですよね。こうい

う発言をしている町長なら、何でこの点を考えれば、議会と一度は、延期なり議会と

やっぱし議論は当然するべきじゃなかったと、私は思っておるんですけど、その点答

弁お願いします。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 
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はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

そういう状況があったために９月議会、全員協議会も含めて協議をさせていただい

たというふうに思っております。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

財政危機だって今年度から東栄町は財政危機です。言いながらも、こういうことを

結果的にはなっておるんですよね。次の質問に移りたいと思いますけれども。町長に

お伺いしますけれども、今回の交付金確保の失敗は何が原因だと考えておりますか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

何回も申し上げますように、現在、訴訟の最中であります。関連する質問は、回答

を控えさせていただきます。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

私ね、こういう質問作ったんですけども。第１点目として考えられるのが、やっぱ

し経過説明の中にありましたように子育て支援センターのあり方と活用方法に問題

があると。そういうことを県の国保課と厚生労働省の指摘があったわけでございます

けども、結局のところ、子育て支援センターは交付金対象外の別の施設だということ

で国や県は見たわけですね。だから、交付金の対象になりませんよということも７月

の時点で言ってきとると思うんですよ。そういう説明だったと私思いますけども。そ

ういうことをすれば、この件について、一方では、先ほどもちょっと重複しますけど

も、交付金要件を満たしておると、そういう担当者の方から説明があったんですけど
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も。結局、結果的には、交付金要件を満たしてなかったということ、この点について、

町長はじめ誰も気づかずに来てしまったということが大変残念に思うんですよ。それ

こそ一報すれば、直接行かんでも一報すれば教えてくれると思うんですよ。この点ど

うですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

何回も言いますように、前段階の計画内容でありますのでその辺は御理解をいただ

きたいと思います。何度も言いますように関連の質問でございますので本当に答弁を

控えさせていただき、訴訟の段階に入っておりますのでその辺のことを御理解をいた

だきたいと思います。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

前段階、前段階でもこういう経過報告の中で、対象になりませんよって言ってきと

るんですよ、７月 27日ごろには決定してるんでしょ国のほうで、そんなもん前段階、

前段階で済む問題じゃないと私は思ってます。そしてもう一つは、私の考えですけど

も、普通、基本設計ができれば実施設計に移る前にチェックしてもらうと思うんです

よね。それが７月６日に事前協議の前段階があったと。だけど、実施設計は５月にも

う終わってるんですよね。どういう資料を持ってったか私知りませんけども、実施設

計やったっちゅうことはもうどんな指摘があっても、当然、特別なことのない限りは

動かんわけですね。だから本来なら基本設計が出来た時点で一度県にチェックしても

らうなり、国でチェックするということはないんですけど、そういう作業が必要じゃ

なかったかということですよ。基本設計、即実施設計に移って５月に完了してると。

事前協議の前段階の協議が７月６日にあったと。それじゃそこで指摘あっても、なお、

修正きかないんじゃないですか。そういうスケジュールっていかがなもんでしょうか

ね。 

 

議長（原田安生君） 

通告書のどの部分になりますか。 
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４番（山本典式君） 

いや、通告書は、再質問ですから。 

 

議長（原田安生君） 

いや、通告以外の答弁は、質問は出来ませんので。 

 

４番（山本典式君） 

それなら私あえて言いますけど。 

 

議長（原田安生君） 

それじゃ立って、４番。 

 

４番（山本典式君） 

５番目の３番③です。 

町長答弁せんよ。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

お話をさせていただきますが、前段階でその段階でも、協議といいますかそれを確

認をしていただいた結果だというふうに思っています。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

はっきり言っておきます。全然答弁になってないですね。もう全然、誠意も何もな

いんですね、弁に。こちらも質問するのやになった。ですからもうちょっと時間があ

ると思うんですけども、重複しますけども、確認しながら協議を進めてきたっていう、

担当課の方でもそういうことを言って経過説明あるんですけど。ストレートに言って

確認しながらやってきてこういう見落としが、結果的にはもらえない、交付金が付か

なんだということはあるんですかね。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。その点につきましても、ちょっと訴訟関係の案件になりますんで、答弁の方

は控えさせていただきたいと思います。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

ちょっと、はっきり答弁がわからないんですけども、私、保健福祉センター建設す

るに当たり、交付金約１億 4200 万をいただいて建設するのと借金である過疎債でも

って建設するのとでは、町はもちろんですけども、町民の皆さんにとっても、特に財

政面からしても、今後大きな負担になることを懸念するわけですけども、そういった

懸念するっていうことは考えてないんですか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

最善の努力をさせていただいておりますし、先ほど答弁でお話をさせていただいた

とおり、要綱の解釈の確認については協議は続けております。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

私は、一応質問予定しとったのは以上でございますが。私は残念に思うのは、やっ

ぱし、最初に言った、やっぱしこれ１枚の回覧文書を出すに当たって、はっきり言っ

て１番わかりやすいのが１億 4200 万円という金額は、交付金額が回覧文書の中にな

かったということは意図的じゃなかったという答弁がありました。これは意図的じゃ
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なかったって言われても受けるほうが意図的だったということも人、方も多いと思う

んですよ。それで、これは最終決裁は町長にあるんですから、例えば担当課のほうで

金額は抜いてきたら、町長は、はっきり言って、誠意を持って考えるなら１億 4200万

って書かにゃだめじゃないかと。そういう指摘をしてもいいし、逆に担当課のほうで、

１億 4200 万円の交付金額を書いてあげてって決裁を上げたら、町長の方が消やした

とかそこら辺どうですかね。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

そのようにお考えだということであれば致し方ないと思っております。以上です。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

終わりますけれども、私は本当、今回の１億円ね、町長は公約あげて、選挙のとき

にも挙げてやったの実行しないと、それはどういうふうにでも言い逃れはできると思

うんですよ。だけど今回のだけは言い逃れが出来んのは、１億 4200 万円は来ないと

いうことなんです。その結果がきちんと出てるわけですよ。それを来るような表現し

て書いてみたり、それから今日の一般質問、私がやってるわけですけど、議員の多く

の人はそう思ってはおると思うんですけどもそれはわかりませんけども、いずれにし

ても、そういうことがはっきりしてるのに、まだ誠意を持って答えてくれないと。誠

意を持って謝ってくれないと。私に謝らんでもいいですよ、いいけども。そういう誠

意が全然見られない。私も町民の代表として質問してるわけですよ。今の答え方、こ

れ、表でユーチューブで流されても、全然、答弁答えてないじゃないかという批判も

あると思うんですよ。やっぱしこういう席は、私は町長を批判するっていう、議運の

ときに私言ったんですよ。町長を批判するっていうことばっかじゃなくて、町長がこ

ういう機会の中ではっきりと自分の考えを言うと、そういう一つのチャンスでもある

んじゃないかと。そういうふうに僕の私の質問はとらえてもらいたいんだと、議運の

委員長にお願いしておきました。だけども、今日の一般質問の町長の答弁を見ると、

もう初めから課長にお任せコース、それが悪いっていうわけじゃないんですけど、責

任持ったところは町長も答えていただきたいと、答えたにしても明確な答弁をいただ
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けなかったと。本当に非常に残念だった。以上で終わります。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

先ほどもお話をさせていただいたとおり、住民監査請求の却下から訴訟事案にされ

た以上ですね、その計画判断を待たなきゃいけないという状況であります。それから、

本訴状が届いておりますので、住民訴訟に関わる件について、こういう場でお答えは

控えさせていただくということは私も残念でありますが、これは事実でありますので

このことを議員も御理解をいただきたいと。そういう中での質問であれば、誠意をも

ってお応えをしたいと。以上です。 

 

議長（原田安生君） 

はい、いいかい。 

（「議長、４番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、４番。 

 

４番（山本典式君） 

町長がそういう答弁するもんで私もまた言いたくなるんですけども。先ほど言った

通りなんていうならきちんと言やいいんだよ。そういう答弁じゃなくて。チャンスだ

と思って明確に言ってくださいよ。にこにこしとらんで。何が言えない。あんたしか

知らんでしょう。最終的な決裁はあんたがやってるんでしょう。 

 

議長（原田安生君） 

静粛に。 

 

４番（山本典式君） 

はい、わかりました。じゃあ、終わります。 

 

議長（原田安生君） 

はい。以上で、４番、山本典式君の質問を終わります。 
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-----３番 伊藤真千子 議員-------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

それでは時間になりましたので再開をいたします。 

次に、３番、伊藤真千子君の質問を許します。 

（「議長、３番」の声あり） 

３番、伊藤真千子君。 

 

３番（伊藤真千子君） 

３番、伊藤真千子です。議長のお許しをいただきましたので、防災行政無線及びと

うえいチャンネルなどの情報伝達システムの現状と対応策に関すること。保育園、小

学校、中学校の防災倉庫設置に関することにつきまして、一問一答方式で質問させて

いただきます。本町は９０％以上森林に囲まれた中山間地域であり、県は東栄町に令

和２年１０月１日時点で、土砂災害防止法に基づき土砂災害警戒区域及び土砂災害特

別警戒区域に６４０か所、また、山地災害危険区域に令和２年４月１日時点で２７４

か所を指定しています。本町は、山腹斜面やがけ地近くに集落が点在していることか

ら、建物への被害のほか、孤立集落の発生なども想定されます。幸いにも東日本大震

災、熊本震災、また今年７月に静岡で起きた土砂災害といった人命に関わるような大

きな災害が今のところ起こっていないため、いつ起こるかわからない南海トラフ巨大

地震、また台風、集中豪雨、風水害、土砂災害など、防災に備えて、町は平成２８年

度から防災体制確立のため、自助や共助では対応することが出来ない防災への備えや

災害時に頼りになる公助の体制強化として、今まで使用していた戸別受信機の撤去を

行い、２４時間いつでも必要な情報や最新の情報が確認できるチャンネルを開設する

とともに、県の防災システムと連携し町の雨量状況、情報や土砂災害危険情報など、

確認も出来るような整備体制を整え、屋外スピーカーを６基から 30 基に増やし、町

内全域に災害に関する避難準備情報、避難勧告、避難指示また、全国瞬時警報システ

ムＪ－ＡＬＥＲＴによる国からの情報や緊急地震速報、町民の生命や財産に関わる火

災発生、行方不明者の捜査に関する情報など、緊急性を伴う行政情報などの確認を放

送し、住民への情報提供を行い、令和３年４月から稼働を始めたＳアラート防災行政

を受信、自動再生できるスマートフォンアプリの使用を始めるなど、いつでもどこに

いても町内外を問わず緊急情報が入手出来、大規模災害にも迅速また確実に情報伝達

を行いますと進められた事業ですが、住民からは、前の戸別受信機が良かった。どう

して何も聞こえない。何を言っているのかわからない。屋外スピーカーに変えなけれ

ばならなかったのか。何で変える必要があったのか。30基に増やしたのに全く役にた

たないなど、現在の防災行政無線、屋外スピーカーに対して不満の声を聞きます。私

は住民の方立会いのもとで、御殿地区の屋外スピーカーの臨時テストを行いました。
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全て聞こえる地区が１地区、その他の地区はチャイムのみ聞こえた。チャイムも聞こ

えない。全く聞こえない。声は聞こえるが何を話しているのかわからない。家の中に

いたら全く聞こえない。声が反響して何を話しているのかわからないなどの最悪の結

果でした。また、９月５日に町内全域で行った防災訓練後に御殿地区の代表の方から、

屋外スピーカー、Ｓアラート、スマホ、タブレットなどの受信について伺うと、テス

ト放送の時とほぼ同じ回答でしたが、他の意見として、今日は天気がいいのでスピー

カーの声がはっきり聞こえた。雨の日だったら全く聞こえないよ。スマホから聞こえ

たので対応出来た。何も聞こえないので何もやらなかったなどの回答をいただきまし

た。また、御殿地区以外の方からも同じような回答をいただいています。住民の安心、

安全を最優先に考えた防災行政無線。戸別受信機を撤去し、屋外スピーカーに変更し

たのであれば、屋外スピーカー及びとうえいチャンネルなどの情報伝達システムの現

状と対応策について、住民が理解し納得する説明が必要であると思い質問します。初

めに、戸別受信機を撤去した理由を伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

お答えさせていただきます。まず大きな理由でございますが、これ電波法の改正に

よりまして、今まで使用していたアナログ波がですね令和４年１１月末で使用出来な

くなることからデジタル波を使用したシステムに更新させていただきました。全体に

言えることなんですが、２年間で防災行政無線を整備させていただきましたが、基本

的に日常の情報はとうえいチャンネルで配信し、緊急情報については屋外スピーカー、

とうえいチャンネル、Sアラート、ライン等の連携により情報伝達をさせていただい

ております。このようなシステムの連携をさせることによりまして、いつでもどこに

いても情報が得られることが重要と考え整備をさしていただきました。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

次に、近隣の町村に確認したところ、１地区は東栄町と同じぐらいの資金を投じて、

平成９年と 10 年にアナログからデジタル受信に変更するとともに、戸別受信機を卓

上型に変更した。電源があればどこでも聞け、乾電池式なので停電時でも問題はない。
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屋内で電波受信の悪いところは戸別アンテナを無償で設置している。また、卓上型戸

別受信機には再生機能をつけ、ボタン操作で前回の放送内容も確認できるシステムで

ある。現在までに、戸別受信機の故障の情報は入っていない。またもう１地区では、

持ち運び可能な卓上型の戸別受信機にする予定。電波は、デジタル化に属している。

資金が余りかからず、屋外アンテナも不要になる。ポケベル電波での対応を考えてい

る。電源があればどこでも使用出来、乾電池でも使用可能なので、停電時でも問題は

ない。また、ＦＭ、ＡＭを入れる機能を持たせたり、ボタン一つで前の操作内容が確

認できる機能をつける計画ですが、まだまだ計画の段階なので今後どのように変更す

るかわからないと回答いただきました。質問します。近隣町村では、どこでも自由に

持ち運びができる卓上型の戸別受信機を使用または計画しているようですが、町は近

隣町村のようなどこでも持ち運び可能な卓上型戸別受信機といった選択肢はなかっ

たのか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい、お答えさせていただきます。当初ですね、戸別受信機の全戸配布も検討させ

ていただきましたが、やっぱり東栄町、地理的な問題もございまして、一つにはその

お宅の玄関先と奥のほうで、やっぱり電波の入り方が違う、受診が難しいところもご

ざいます。その関係で多くの方が所有しております。今後もまた所有率がさらに増加

するスマートフォンに防災アプリのＳアラートをインストールすることで、全国どこ

にいても、誰でも早く確認出来ますし、また複数のシステムにより情報伝達、この方

法を構築させていただきました。以上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい。３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

次に多くの方が所有し、また今後も所有率が増加するスマートフォンに防災アプリ

Ｓアラートをインストールし緊急情報を早く確認出来たり、複数のシステム連携によ

る情報伝達方法を構築し、住民の安心、安全を考えているようですが、各地区を回っ

て、携帯電波の入らない家庭がありました。近隣町村では、携帯電話は、電波は自己

判断で対応するのが当然であり、行政は屋外、軒先までが責任と考えていると言われ
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ました。町もそのような考えを持っているのか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。世帯におけます電波状況につきましては、個の世帯の対応になるかと思いま

すので、使用したい端末を扱う会社に御相談していただければと思います。また戸別

受信機ですとかこのような貸与も行っておりますので、こちらにつきましては総務課

に御相談していただくことになります。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

再質問。携帯電話を持たない世帯や世帯電話不感地域に住んでいる地域世帯を対象

に、防災行政無線受信用の戸別受信機、またタブレット端末の無償貸与、無償貸出し

を６月７日から８月 31日まで行い、20数件の申込みがあり、現在対応を進めている

ようですが、無償貸与の対象の世帯は、世帯の条件が（1）、町内に住所を有し、かつ

居住している世帯の世帯主、（2）、満 18歳以上の人で、携帯電話などを所有する人が

いない世帯の世帯主、（3）、障害などのある人のみで構成されている世帯の世帯主、

（4）携帯電話補完地域に居住する世帯の世帯主、補足説明として、①携帯電話とは、

フューチャーフォン、ガラケー、スマートフォン、タブレット、②同一世帯内の満１

８歳以上で、どなたか１人でも携帯電話を所有している場合、（2）の満 18 歳以上の

人で、携帯電話を所有する人がいない世帯の世帯主には該当しません。③いずれのキ

ャリアが県内である場合は、（4）携帯電話補完地域に居住する世帯の世帯主には該当

しません。例として、ドコモが県内でも、AUが県内の場合は該当しないとあり。携帯

電話を世帯主が持っていれば、戸別受信機やタブレット端末の無償貸与が出来ないと

いうことですが、日中携帯電話を持っている世帯主が家にいないことも考えます。考

えられます。災害はいつ起こるかわかりません。そのような家庭の対応をどのように

考えているのか。また、９月末の世帯数 1401 軒に対して、無償貸与の申込みが２０

数件、世帯数に対して無償貸与の申込みの件数が少ない気がします。現在の進捗状況

と今後の対応をどのように考えているのか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

何度もちょっと申し上げて申し訳ございません。緊急情報につきましては、屋外ス

ピーカーですとかあるいはとうえいチャンネル、Ｓアラートと連動しておりますので、

こちらにより情報を得てほしいと思います。無償貸与につきましては、申請期間、こ

ちらの期間ですが、ちょっと変更させていただきまして随時受け付けとさせていただ

きました。実績ですが、現在のところ 25 件申請がございましたので、ここから審査

に入っているところでございます。また、貸与の条件につきましては、現在変更する

予定はございません。以上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

再質問します。３Ｇサービスを利用したガラケーの携帯電話事業者からの電波供給

がドコモは 2026年３月 31日、ソフトバンクは 2024年１月下旬、ＡＵは、2022年３

月 31 日にそれぞれ電波供給の停止を予定してると聞いていますが、今後の対応を伺

います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。議員おっしゃるとおり３Ｇサービスを利用したいわゆるガラケーでございま

すが、電波の供給が停止されることとなっております。この場合、スマートフォンへ

の機種の変更を検討していただくとともに、基本、とうえいチャンネルで多くの情報、

90％以上の情報を掲載しておりますのでここで情報確認していただきたいと思いま

す。以上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 
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はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

次に、現在、Ｓアラート防災アプリの導入、緊急情報の配信、またＬＩＮＥ、東栄

町公式ＳＮＳなどで東栄町の情報発信を行っていますが、災害時に住民からの情報提

供、 

情報収集など、どのように考えているのか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。住民からの情報提供の方法として、まず毎年、町の防災訓練におきましては、

各自主防災会とアマチュア無線、ＩＰ無線を利用した通信訓練は重要と考え実施して

おります。また台風ですとか、そのようなときには多くの住民から道路の状況ですと

か、いろんな情報をいただいております。これにつきましては、主に住民からの電話

での提供となっております。住民からの情報提供を受ける体制を整えることと、町民

からの情報提供あるいは位置情報ですね、こんなようなものを利用したらどうかとい

うことで検討してまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

今後の対応をお願いします。次に、屋外スピーカーについて伺います。デジタル電

波は直線距離 300メートルが限度。また、風向きや木、枝の影響を受けると聞いてい

ます。テストの結果、また防災訓練の結果からも聞こえない、何を話してるのかわか

らないなど不満の声が上がっています。近隣町村では、屋外スピーカーを 60 基設置

しているが、町内全域に対応していないので、今後必要によって増やすかもしれない。

また、屋外スピーカーは全戸についておらず８基か９基で対応している。聞こえない

地区もあると思うが、戸別受信機で対応するので増やす計画はないと言っていました。

町は屋外スピーカーを６基から 30 基に増やし、難視聴区域の改善を図りましたとあ

りますが、町内全域をカバーできるとした判断、できると判断した根拠、また今後も

聞こえない地区に対して屋外スピーカーを増やす計画はあるか伺います。 
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（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。今まで６か所ございました屋外スピーカーを 30 基増設し情報伝達を行って

おりますが、設置数が５倍に増やしたことで以前より広範囲に伝達していることも事

実でございます。質問の中に、30基で全域を網羅できるとした根拠とございますが、

本町の地理的な条件、あるいは費用面等がございまして、スピーカーを増設しても全

てを網羅することはかなり困難でございます。以前の戸別受信機の役割を、この全て

屋外スピーカーに置き換えたわけではございません。様々なシステムの連携が重要と

考え整備しましたので、現在のところ屋外スピーカーの増設は考えておりません。以

上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

再質問します。屋外スピーカーの声が男性の声で機械的で聞き取りにくい。緊急性

が全く感じられない。女性の声に変更してはどうか。またスピーカーの向きや音量の

調整も行ってはどうかと住民からの声を聞きますが、今後の対応策として住民の意向

に沿ったテスト放送の対応を考えているか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。お答えします。現在ですねＪ－ＡＬＥＲＴ、国のシステムでございますが、

このような緊急時放送の声は男性の声で流れております。これに倣いまして現在は男

性の方に設定してございますが、男女の音声につきましては、システム上選択が可能

となっておりますので、今後検討させていただきたいと思います。もう一つ、スピー

カーの方向に関しましては、設計当初その地域に合った機種ですとか、スピーカーの

方向を考慮し、機能を最大限に発揮できる設計でございますが、ここら辺もう少し調
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整がきくのかとか、この辺は一度業者に確認をしたいと思います。以上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

ぜひ対応をお願いします。再質問。他県の視聴が屋外スピーカーから声がチャイム

が聞こえた。また何か話し声が聞こえた場合には、内容がわからなくても市に災害が

起きている大変なことが起きているんだと判断し、取りあえず自分の身を守る行動を

とってほしいと言っていました。町もそのような考えでいますか。伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

伊藤議員おっしゃるとおりでございまして、スピーカーなんか音が出ていると感じ

ましたら、まずはこういうときに連動するとうえいチャンネル、Ｓアラート緊急時で

流しますが、こちらで確認をしていただきたいと思います。以上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

そのような考えでいるようでしたらチャイムでも全戸に聞こえるような対応に期

待します。次に、とうえいチャンネルについて質問します。今まで耳からの情報がと

うえいチャンネルといった目からの情報収集に変わり、住民の戸惑いは隠せないと思

います。住民からは、とうえいチャンネルは見ないよ、声が出ないのでつまらないな

ど耳にします。町は対応策として、とうえいチャンネルの操作方法を説明したとうえ

いチャンネル。町の情報は、とうえいチャンネルといったポップを作成し、各戸に配

布しました。私には令和２年度の成果報告書にポップなどの作成を行うと記載してあ

ったので、実績を残すために全戸配布を行ったと感じますが、全戸配布した成果を伺

います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。東栄町におきましては、高齢者が大変多く、以前の戸別受信機ではなかなか

放送内容が聞き取りにくい、聞き逃した場合情報を得られないという意見もよく聞き

ました。今回、文字放送で配信すること、日常、緊急時、様々な情報を提供し、24時

間いつでもご覧になれるように好評をいただいていることも事実でございます。ポッ

プの配布につきましては、これまた成果を確認したわけでございませんが、より多く

の町民がとうえいチャンネルをごらんいただくことを目的に、またとうえいチャンネ

ルを身近に感じていただき視聴の動機につながればとポップを配付させていただき

ました。以上です。 

 

議長（原田安生君） 

はい、12時になりましたが、続けさせていただきます。 

（「議長、３番」の声あり） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

再質問します。とうえいチャンネルは声が出ないので見ない、つまらないなどと言

われています。通常、テレビのスイッチを入れれば、目と耳からの情報収集が出来、

より一層とうえいチャンネルに親しみを持っていただけるのではないかと思います。

テレビ配信で声を出すことは多額の費用がかかるとも聞いていますが、目からの情報

収集はとても重要と考えます。今後、とうえいチャンネルでも声を出す計画はあるか

伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。このシステムで音声を出力するということは現在検討中でございます。また

これにつきましても業者に確認中でございますので、費用についてはその進捗でござ

いますので確認しておりませんが、技術的にどうなのかっていうことを業者に確認し

ておるところでございます。以上です。 
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（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい。３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

早急に声の出る対応をお願いしたい。とうえいチャンネルに対して住民からこのよ

うに活用している方たちもいました。とうえいチャンネルは毎日見ている。いろいろ

な情報が載っていて楽しい。操作のポップが来たけど、普通にテレビをスイッチを入

れ 12 チャンネルを押して自分の見たい項目を選ぶだけなので何も難しいことはない。

温泉の休みや通行止めのことが載っているので助かる。町からのお知らせがわかって

いいが、たまに日にちが過ぎた情報も載っているので気をつけてもらいたい。コロナ

の情報や状況は、状況に興味があり見ている。ペットボトルやビンを出す日にちの確

認ができるので助かる。保育園、小学校、中学校などの行事予定が載っていたので、

小学校の運動会を見に行ってきた。子供が少なくなり、声を聞くのも久しぶりで楽し

んできた。子供の声を聞くと元気が出る。レシピも簡単な料理が載っているので作っ

ている。ひとり暮らしで、作っても誰も褒めてもらえないけど、結構上手に出来楽し

い。高齢で耳の聞こえが悪いこともあり、今までの戸別受信機は受信が悪かったり声

が小さかったり、聞き逃すと全く情報がわからなかったけど、とうえいチャンネルだ

と何回も見れて理解もできる。高齢者のぼけ防止には良いチャンネルだと思って見て

いる。毎日、午後４時ごろだと思うが、情報が変わるので４時過ぎに見ている。など

の声も聞いています。このような方たちが増える計画に期待します。また、災害時に

は車で避難される方も多くいると思います。今後はカーナビやスマホなどからでもと

うえいチャンネルが見れ、町の情報や状況が確認できるような新しいシステムづくり

も必要ではないかと感じます。次に、子供は町の宝物です。保育園、小学校、中学校

では、集中豪雨や風水害、土砂災害、また、雷などの警報が出た場合、どのように子

供たちを災害から守る行動、対応また、町に確認したいことなどいろいろな話を伺っ

てきました。初めに、保護者との連絡方法は、保育園、小学校、中学校とも全てメー

ルで連絡がとれる体制が整っていて何も問題はありませんでした。引渡しについては、

保育園、小学校では、共同引渡しの連携が取れていて、今年度も数回、雷雨と大雨の

時に共同引渡しを行いましたが、何も問題なくスムーズに引渡しをすることが出来た

と言われました。中学校では、災害時に保護者に迎えに来ていただくとしたら、道幅

が狭く道路整備がされていない箇所があり、車が集中すると交通整理をする職員が必

要になる。また、現在、役場職員が使用している駐車場内の自転車置場での引渡しも

考えますが、災害時にはどこまで対応できるかわからないため、保育園や小学校との

連絡、連携は取れる状況ではない。連携するためには、学校をクルリと回れるう回路



92 

 

があるといいけど、今の町の財政を考えると無理。せめて、国道４７３号から学校に

上がった役場裏付近の道路の拡張とお墓の前のクランクの整備、また、災害時のみ町

道１４号本郷足込線を一方通行といった対応ができるといいですがと言われました。

次に避難訓練、防災訓練をどのように実施しているかについて、保育園では、月１回

から２回地震と火災に分けて実施している。また不審者訓練も年４回行っている。小

学校では、学期ごとに開催している。大きな災害のニュースが流れた時は、ニュース

の災害に対しての話し合いを行うなど、対策を取っている。中学校では年４回、４月、

９月、12月、２月に実施。中学校では三階建てなので、救助袋や滑り台で降りる訓練

や、ＡＥＤの講習、不審者対応などを新城消防署、また防災士、設備会社の力を借り、

実施している。など、子供たちの防災対策への努力と配慮を感じました。また先生た

ちから、保育園、小学校、中学校は、一時避難所、また中長期避難所に指定されてい

るにもかかわらず、防災倉庫が何でないのか。災害で帰宅出来ない子供たちの対応を

町はどのように考えているのか。避難所に指定されている以上、子供たちばかりでは

なく、住民も避難してくると思いますが、町の考えはどうかねえと言われました。現

在、町の防災マップの中にも、一時避難所、中長期避難場所に指定されていることか

ら、役場に災害が起きた場合、保育園、学校に対して物資の供給をどのように対応す

るのか確認したところ、職員駐車場にある防災倉庫に非常食、また必要な物資を持ち

に来てもらうか役場職員が配るかどちらかで対応していただくことになるとの回答

でした。実際に災害が起きた時、物資供給量を考えれば、当然、車での対応だと思い

ますが、道路状況、橋の状況など、車で対応ができるのか、リヤカー、一輪車で対応

するのか。役場職員や保育園、小学校、中学校の職員が、対応できるのか疑義を感じ

ます。保育園と小学校では、共同で使用するので防災倉庫が欲しい。中学校も山の上

にあるので避難所に適していると思うが、災害時にここまで上がって来れるかわかり

ませんが、避難所に指定されている以上、防災倉庫は必要と思うと言っています。質

問します。保育園、小学校、中学校も欲しい、必要と言っている。また、一時避難所、

中長期避難所にも指定しています。防災倉庫、今後、防災倉庫の設置、今後の防災倉

庫の設置計画はあるか伺います。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。こちらで先回お答えしたかと思いますが、現在皆様が車を止められる役場職

員駐車場でございますが、ここに防災倉庫がございます。中に非常食ですとか各種資

機材等をここで管理しております。有事の際ですが、ここを拠点に避難所へ運搬する
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体制を整えておりますので、現在、新たな防災倉庫の建設の計画はございません。以

上です。 

（「議長、３番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、３番。 

 

３番（伊藤真千子君） 

現に今年の大雨で水道水が濁り、保育園では給食に使用する水を役場に供給しても

らい、給食の準備が出来た。役場との時間が合わない時には保育園の職員が水の確保

をした。幸いなことに、保育園の隣がスーパーなので、今回は水の確保のみであった

ので、慌てることがなかった。災害時はどう対応できるかわからないと言っていまし

た。災害時には、先生たちは子供から、またそのそばから離れることは出来ません。

保育園、小学校、中学校への防災倉庫の設置計画ぜひ検討を、ぜひ検討に期待します。

今回の質問で、戸別受信機を撤去した理由、また戸別受信機から屋外スピーカーに変

更したのではなく、Ｓアラートやとうえいチャンネル、ラインなど、様々なシステム

と連携することで、いつでもどこにいても情報が確認出来、住民を守るための防災整

備計画であること。とうえいチャンネルの今後の対応、保育園、小学校、中学校の防

災倉庫の設置計画などを確認することが出来ました。災害が起きた時に私たちが思う

ことは、町で今何が起き、どんな状況で、これからどのような行動を取ったらよいか

などの情報を知ることであり、情報を知るためにも、屋外スピーカー、携帯電話、ス

マホ、とうえいチャンネル等はとても重要な役割を果たす大切なものだと実感します。

住民の声を聞き、住民の立場に立ち、住民に寄り添った防災対策も必要ですが、役場

がやってくれる、役場に言えばいいと役場に頼るのではなく、自分の身は自分で守る

方法や、行動のとり方、また、近隣住民と力を合わせ助け合う方法、役場が進める取

組など、自主防災会との連携をさらに強化した体制づくりを行い、町全体で自助、共

助、公助が力を合わせて住みよい町にしてい行きたい。また行べきと感じます。今後

はインフラ老朽化対策が重要課題と考えます。以上で終わります。 

 

議長（原田安生君） 

以上で、３番、伊藤真千子君の質問を終わります。 

 

-----１番 浅尾もと子 議員-------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

次に、１番、浅尾もと子君の質問を許します。 



94 

 

（「議長、１番」の声あり） 

はい。１番、浅尾もと子君。 

 

１番（浅尾もと子君） 

マスクを外して質問してよろしいですか。失礼します。日本共産党の浅尾もと子で

ございます。議長のお許しを得ましたので、一括質疑方式で一般質問を行います。そ

れでは、まず１問目、村上町長の新公約実現に向けた努力を問うといたしまして伺い

ます。（1）大村秀章愛知県知事は、８月 10 日の記者会見で、出直し町長選で当選し

た村上町長の新公約に触れ、「東栄町と協議して、しっかりして取り組む」と述べま

した。発言を正確に引用いたします。「今後、村上氏もですね、救急ベッドでありま

すとか、人工透析とかですね、いろいろ公約されておられますので、今後、東栄町さ

んがどういうふうに具体的にしていかれるか。そういうことをよくお話をお聞きしな

がら、私どもとしてもですね、こういう医療圏ごとでの対応、それからまた、三河山

間部での医療の確保。私どもは全力でやっておりますので、その話をよくお聞きしな

がら協議をして、しっかりと取り組んでいきたいというふうに思っております。」と

いうものでありました。知事の会見は、ホームページの動画で確認出来ますが、１自

治体の首長選挙の公約実現について、記者会見の質疑応答の後、自ら付言として積極

的に協力を申し出られたということは、私は大変驚きました。異例のことだと思いま

す。そこで伺います。町長は、知事の会見後、本日まで、人工透析の民間クリニック

誘致、緊急ベッドなどの新公約実現に向けて、大村知事と協議を行ったのか伺います。

（2）新公約の透析の民間クリニック誘致についてです。私が、近隣の市町村の透析

患者の人数について、昨年５月から８月に関係自治体などに問い合せましたところ、

患者さんは東栄町では 16人、設楽町では 16人、豊根村３人、静岡県浜松市の旧佐久

間、旧水窪は、最低 22人であるとのことでした。合計 57人に上っております。町長

が誘致に努力するという民間クリニックに求める病床数、患者数を伺います。あわせ

て、想定している開設場所を伺います。（3）町長は、来年９月開院予定の無床診療所

に設置する緊急ベッドについて、９月議会では、「一時的に預かれるようにする。」「医

療行為としての病床は考えていない。」「設計上の見直しは考えていない。」「現在計画

されている部屋やベッドを有効に活用する」と答弁しました。緊急ベッド１～２床は

実施計画のどの部分に設置、活用するのか伺います。また、緊急ベッドを活用する患

者は宿泊できるのか、外来診療の終了後にも滞在できるのか伺います。（4）新公約、

「救急医療の緊急搬送には「新たな支援制度」（帰宅時の援助など）」について、例え

ば、救急搬送された豊川市民病院からの帰路にかかるタクシー代約２万円程度全額補

助すると理解してよいのか伺います。新公約の最後の質問（5）です。町長は新公約

にバイオマス発電事業に係る住民の皆さんとの話合いをあげました。当該事業に対す

る町長の賛否を端的に伺います。続いて、大きな２問目です。東栄町では、救急、人
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工透析の廃止に続き、いよいよ入院がなくなろうとしております。町民の皆さんは今、

本当に不安を抱えておられます。そこで、今後の医療、介護の体制についてお尋ねい

たします。（1）出直し町長選挙直前に配布された町長後援会のチラシ、こちらですね。

こちらには、「午前は外来診療、午後は訪問診療」と明記されています。子育て中の

町民からは、「外来診療が夕方までなくては、子供を放課後に連れていけない」とい

う声が寄せられております。午後の総合診療どうなるのか伺います。（2）このチラシ

には、診療所は 24 時間 365 日対応と大きく書かれており、夜から朝は看護師が相談

対応とあります。令和３年３月議会の医療センター事務長の答弁によりますと、「待

機の看護師がまず電話で応対し、必要があれば、看護師または医師が訪問することを

考えている」とのことであります。町長に伺います。新たな無床診療所で２４時間訪

問できる看護師、医師の体制は整っているのか伺います。（3）町は、東栄医療センタ

ーでの入院をいつまで維持するのか伺います。（4）町の入院がなくなる不安を取り除

く６つの強化策を検討する会議の中で、検討中とされた町内事業者による福祉タクシ

ーまたは福祉有償運送の検討結果を伺います。（5）患者を在宅介護する家族の休息の

ため、レスパイト入院の体制の検討結果を伺います。（6）今後の大きく変わっていく

であろう医療・介護体制を説明する地区懇談会をいつ開催するのか伺います。次に、

大きな質問の３番目であります。国民健康保険調整交付金について、町は、医療セン

ター等整備計画の財源として見込んでいた国の国民健康保険調整交付金１億 4227 万

円の申請を断念し、過疎債に振り替えることを決定しました。新たな保健福祉センタ

ーの部分に、住民健診ができる専用診察室や検査室が無いことが理由であり、今年の

７月 27 日、国からの指摘で判明しました。町監査委員は、住民監査請求をした町民

に対して、借り入れる過疎債のうち、少なくとも 4260 万円が新たな町の負担となる

ことを認めております。私はこの事実を今年９月６日の議会全員協議会で知りました

が、私の記憶では、その際町長からは謝罪はありませんでした。ところが、９月議会

の文教福祉委員会の質疑の冒頭では、一転して、町長、副町長、住民福祉課長、係員

の４人が起立して謝罪したのであります。そこでお尋ねいたします。（1）申請断念の

責任は村上町長にあると考えますが、認識を伺います。（2）町は、この問題を９月６

日の全員協議会まで公表しませんでした。出直し町長選挙に先立つ７月 27 日に判明

していた事実をなぜ公表しなかったのでしょうか、その理由を伺います。（3）現在、

国の交付金を受けられない設計である保健福祉センターについて、私は、国の地域保

健法が定める保健センターの要件を満たしていないものと考えます。町の認識を伺い

ます。町長は、この間、愛知県内で保健センターが無い自治体は東栄町だけだと。設

置の必要性を強調してきました。しかしこのままでは、念願の施設の法的裏づけを失

ってしまうのではないかと心配しているものです。（4）町は、交付金申請にあたり、

着工前に交付要綱の定める事前協議を行ったかという問題です。私は、愛知県への情

報公開請求で、令和２年、昨年８月４日付けの国民健康保険課の報告書を入手しまし
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た。報告には、令和２年７月 16 日、東栄町議会副議長が県に来庁し交付金の活用を

要望したとのこと。その後、８月７日、県は東栄町に対して、国、厚労省の見解を伝

えていたことがわかります。すなわち施設整備後の申請時点で、この交付金の助成要

件に該当しない事態を回避するため、事前に計画内容を国と協議することとしている

が、現時点において事前協議は行われていないとの指摘であります。私は、昨年の夏、

国と県は、東栄町が交付金の申請断念といった事態にならないように、早く事前協議

をしてほしいと督促しているように読みました。この県からの連絡により、町は国の

言う事前協議の重要性を認識していたと考えられます。工事は始まっております。町

長、交付要綱が定める事前協議を行いましたか伺います。最後の質問であります。４、

町営住宅の入居者の生活を守る転居先の確保についてです。町は、町営松ノ本住宅に

ついて、老朽化を理由として廃止を計画し、令和４年、令和５年度に入居者を退去さ

せ、明渡しを予定しております。公共施設等総合管理計画、個別施設計画では、上大

林住宅についても令和８年度までに解体と明記しております。（1）松ノ本住宅、上大

林住宅の入居者は何世帯、何人か伺います。現在、町営住宅には空きが少なく、単身

者向け物件についてはほとんどないという状況です。空き室がある県営本郷住宅の家

賃月額は最低２万 2100円。松ノ本住宅の家賃、最低 6300円の 3.5倍に当たるもので

す。公営住宅法の家賃の減免措置を受けても、僅か５年の措置でありますから、今後

収入は増える見込みがない年金生活者には家賃の高い物件を選択することは大変難

しいと考えます。入居者の多くは高齢者であり、立ち退きを機に町を離れることにな

ってしまうのではないかと心配するものです。そこで質問いたします。（2）同住宅の

入居者の生活を守るため、入居者に支払い可能な町営住宅の新設、または民間住宅の

借り上げなど、転居先を確保する考えはないか伺います。以上で質問を終わり、残り

時間で再質問いたします。 

 

議長（原田安生君） 

１番、浅尾もと子君の質問が終わりました。質問に対する回答を求めます。 

（「議長、町長」の声あり） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

それでは、まず１点目の知事が示した見解を伺うということですが、まず１点、最

初に知事の会見のところ抜き取って報告をしていただいておりますが、知事の定例記

者会見は前後があります。その前後も含めてお願いをしたいと思います。知事は、ま

ず県の１２の二次医療圏を単位として医療体制の確保、緊急体制の確保、病床の確保、

病床の規制も含めて対応している。そうなりますと新城市を含め東三河北部圏域とい

うことになっており、そうした中でどういうふうに対応していくかということをまず
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発言をされております。それから、中段は今、浅尾議員が言われたとおりです。その

話をよく聞いてしっかりと取り組んでいくと。そして、東三河北部医療圏というのは、

人口減少地域でありますので、病床は過剰となっているということでありますので、

医療を考えますとやはり豊橋を中心として、東三河南部医療圏とも連携しながら医療

の確保をしていく必要があると、こういうふうに述べておりますので、抜き取ったと

ころだけを質問されておりますが、まずそれに対して回答させていただきます。特に

知事と人工透析の民間クリニック等の誘致等について、直接の協議はしておりません。

これがまず、１点目であります。そして、町と町議会においては、総合要望で 11 月

25日に愛知県に要望活動をさせていただいております。私と議長、それから峰野県会

議員にも同席をいただきました。その中で、特にここの部署であります地域医療担当

部署、保健医療局の局長はじめ技監、幹部の皆様に対しまして、要望等をですね、実

情もあわせてお願いをしてきたわけでございます。そして１１月の上旬にもお邪魔を

させていただいております。これも、我々の町、町の医療について、現状を踏まえて

の説明をさせていただいておるところでございます。そういうところでありまして、

特に医師の派遣等のお願いをしてまいりました。記者会見でもお話があったように、

新城市を含めた東三河北部医療圏ということになっており、そうした中でどういうふ

うに圏域での対応していくかということを考えるというようなことでございました。

特に人工透析等については、まだ具体的に決まっていないわけでありますので、この

段階で県と協議することはございません。今後、具体的になっていけば県にお願いす

ることは当然あるというふうに考えておるところでございます。したがいまして２番

目のご質問でありますように、民間クリニック、もとより病床、患者、場所、先ほど

お話ししたように具体的に決まっていないので、この段階でお話しすることはござい

ません。次に、３つ目の緊急ベッド等の考え方ということでございますが。現在計画

されている部屋にあるベッドを有効に活用すれば一時的に活用できるというふうに

考えております。緊急ベッドは一時的に預かれるようにするものでございます。医療

行為としての病床は当初から考えてございません。そもそも医療行為が必要とする患

者であれば、当然、当然ですね、入院施設を保有する病院等に入院しなければなりま

せん。これには当然医師の判断が必要であります。もう入院するか入院が必要ないか

という判断でございます。そういった中で、例えば自宅へ帰ることが決まったときに

直ちに帰れない患者を一時的に滞在出来たり、緊急時にですね預かれるようにしたい

というふうに考えております。くれぐれも、医療行為を必要とする入院ベッドを持た

ないことをご理解いただきたいと思います。これは９月議会でも浅尾議員に答弁をさ

せていただいております。次に、救急医療の緊急搬送新たな制度というふうに書いて

ありますが、緊急搬送については、これは過去からですね同じ状況です。運ばれれば

その帰りどうするんだということは、今始まったわけでございません。緊急搬送され

る全ての方を対象にするわけではありませんので、どういう人を対象にするのかなど、
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しっかりとした制度設計が今後必要であるというふうに考えております。次に５番目

のですね、新公約、すいません、バイオマス発電にかかる質問でございます。西薗目

で計画されていますバイオマス発電事業については、町が行う事業ではなく民間事業

者が計画している事業でございます。私個人としては、住民の皆さんがですね懸念を

持たれている施設の建設は好ましくないと。当然好ましくないということやそれから

住民の皆さんからの反対の声が大きい現状から、当然推進する事業ではないというふ

うに考えております。しかしその一方で、行政機関の長としては、この事業計画に対

して、法令等に沿った判断や対応をせざるを得ない立場にもございます。その立場で

できることとしましては、引き続き住民の皆さんと話合いする中で、皆様の思いに寄

り添いながら、暮らしの安全安心を守るための方策をですね一緒に考えてまいりたい

というふうに思っています。あわせて、国、県等の関係機関へのですね情報提供や相

談を引き続き行っていくとともに、事業者に対しては、住民の皆さんへの十分な説明

や話し合いを行うように引き続き求めてまいりたいと思っております。次が、国民健

康保険調整交付金１億 4227 万円ということでございますが、この責任については、

当然、町政の一切はすべからく町長に行政責任はあるという認識であります。以上で

あります。 

（「議長、医療センター事務長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

次に、医療センター事務長。 

 

医療センター事務長（前地忠和君） 

私からは、２番の今後の医療、介護体制についての（１）番から(３)番までを回答

させていただきます。最初の（1）番、午後の総合診療はどうなるか、伺うということ

でございますが、現在、午後からの業務は、訪問診療、巡回診療、すぎのき及びやま

ゆりの診療、内視鏡検査、乳幼児予防接種、住民健診に加え、コロナワクチンやイン

フルエンザなどのワクチンの接種等がありまして、それらの業務と日程・時間の調整

をして、午後の総合診療を木曜日に医療センター、火曜日、水曜日、金曜日に下川診

療所で行っています。月曜から金曜の毎日、午後診療を行うことは不可能だと思いま

すが、可能な範囲で午後の診療を行っていきたいと考えております。続いて、（2）番

です。24時間訪問できる看護師、医師の体制は整っているかという問いでございます

が、24時間体制をどのように行っていくかを現在検討しております。当院より、訪問

診療を行っている患者さんへの対応は、時間外において異変等が起こった場合に、ま

ず、電話していただき、待機看護師が応対後、医師に連絡し必要な処置を行う。とい

った対応ができる体制が取れるよう検討していきたいと思っております。続いて３番

です。東栄医療センターでの入院をいつまで維持するのかということですが、令和４
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年３月末までは継続したいと考えております。以上でございます。 

（「議長、住民福祉課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

次に、住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（伊藤太君） 

はい。それでは、私のほうからは、今後の医療、介護体制についての、４番、５番、

６番それと、国保調整交付金に関しての、２番、３番、４番にお答えしたいと思いま

す。まず、今後の医療、介護体制について、町の入院がなくなる不安を取り除く６つ

の強化策を検討する会議で検討中とされた町内事業者による福祉タクシーまたは福

祉有償運送の検討結果を伺う。これにつきましては、現在、レスパイト入院を利用す

る、寝たきり状態の方の家族で送迎が困難な家庭において、医療センターへの入院に

ついては、すぎのきの里が無償で送迎するサービスを行っていただいております。東

栄医療センターの病床がなくなることで、レスパイト入院を町外の医療機関で行うこ

ととなりますが、これからは、町内事業者がこの業務を担っていただくよう検討をし

ております。事業者におきましては、車両や資格者の準備をしていただいて、２月上

旬には、介護タクシー事業に登録をしていただく予定となっております。続きまして、

患者を在宅介護する家族の休息のためのレスパイト入院の体制の検討結果を伺う。こ

れにつきましては、現在、新城市民病院と協議を行っております。事務レベルではあ

りますが、受入れは可能というお返事をいただいております。次に今後の医療、介護

体制を説明する地区懇談会をいつ開催するか伺う。これにつきましては、診療体制や

後方支援、移送サービス等の事業が決まり、準備が出来次第、開催したいと考えてお

ります。次に、調整交付金の件ですけども、２番目、町は、この問題を９月６日の議

会全員協議会まで公表しなかったその理由を伺う。ということですけれども。これに

つきましては、予定をしていました事業開始時期が２か月遅れたことに伴う継続費の

年割額の変更と財源の変更の説明を、９月の議会定例会前の議会全員協議会で説明を

させていただいております。次に、３番目、国の交付金を受けられない設計である保

健福祉センターは、地域保健法の定める保健センターの要件を満たしていないと考え

る、町の認識を伺う。これにつきましては、現在整備しております保健福祉センター

は、住民に対し、健康相談、保健指導、健康診査、その他地域保健に関し必要な事業

を行うことを目的とした施設であり、地域保健法に定める保健センターの要件に該当

すると認識をしております。最後に、町は、交付金申請にあたり、着工前に交付要綱

の定める事前協議を行ったか伺う。これにつきましては、９月の文教福祉委員会で説

明いたしましたが、要綱上の事前協議は来年の８月に県と行い、10月に厚生労働省と

行うこととなります。以上です。 
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（「議長、事業課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい。次に、事業課長。 

 

事業課長（原田経美君） 

私のほうからは、４番の町営住宅の入居者の生活を守る転居先の確保についてお答

えさせていただきます。（1）番の松ノ本住宅、上大林住宅の入居者は何世帯、何人か

伺うということですけども、松ノ本住宅は７世帯で９人でございます。上大林住宅は

４世帯６人です。（2）番の、同住宅の入居者の生活を守るため、入居者が支払い可能

な町営住宅の新設または民間住宅の借り上げなど、転居先を確保する考えはないか伺

うということですけども、町営住宅を新設した場合は、公営住宅は公営住宅法で定め

られた算定で家賃が決まります。また、その他の住宅は建設費用等により家賃を算定

することになります。転居先の確保につきましては、平成 29 年度に移転いただいた

平井住宅におきましては、空き家やほかの公営住宅の紹介を行い、転居先が決定して

から用途廃止を行っています。今後も入居者に対し、同様に、転居先の相談、紹介を

行う予定であります。以上です。 

 

議長（原田安生君） 

執行部の回答が終わりました。ただいまの回答に対しまして再質問はございません

か。 

（「議長、１番」の声あり） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

御答弁をいただきました。まず１点確認なんですが、公約の１の（３）の緊急ベッ

ドについてのお尋ねだったんですが、私の質問は、医療行為ができるかという点では

なくですね、宿泊できるか、外来診療後も滞在できるかでありました。認識を伺いま

す。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

まず医療施設でありますので、先ほどもお話をさせていただいたとおり、緊急ベッ



101 

 

ドは医療行為としての病床は当初から考えておりませんのでよろしくお願いいたま

す。ししたがって、病院、診療所であれ、入院を必要とする場合はですね、医師の判

断によるものと考えております。したがって、自宅へ帰るという決まった時に、直ち

に帰れない患者を一時的に滞在出来たり、緊急時に預かれるようにしたいというふう

に考えております。以上です。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

一時的に自宅に帰れない患者さんを預かるのが、つまり、外来終了の、外来診療の

終了後や滞在ということで受け入れられるかという質問だったんですが、次の質問に

入りたいと思います。順次、私の受け止めを含め、必要な再質問をいたします。まず

１の（1）町長の新公約である民間クリニックの誘致について、透析のクリニック誘

致について、相手方との問題があるということもあり詳しくお話しいただけないとい

う点が理解はしますが、しかし、私たち町民や透析患者さんが知りたいのは、村上町

長の透析再開に向けた決意であります。何が何でも誘致するぞという強い思いを示し

ていただきたいのです。その点で、透析施設の規模もどういった施設にしたいのかと

いう希望もはっきりせず、また、協力の手を差し伸べている大村知事との対面協議が

いまだ実現していないというのは大変残念なことだということを思います。早期の具

体化、実現を求めて、次の質問に移ります。２の（2）及び（3）に対する再質問であ

ります。町長後援会の選挙チラシ、24時間 365日対応、そして、センター事務長の言

う必要があれば医師または看護師が訪問する体制とは、現在も検討が進められている

ということであろうかと思いますが、医師の確保がなければ成り立たないものと考え

ます。本日現在、令和４年度、丹羽先生夫妻、早川医師の常勤医師３人体制の確約が

あるかないかお伺いいたします。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

来年度に向けて、その体制で今お願いをしておるところでございますのでよろしく

お願いします。 

（「議長、１番」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

確約があるかないかというお尋ねでございます。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

確約ということでありませんが、そのために今我々はお願いをしておるところでご

ざいますので、来年の４月までまだ数か月ありますが、しっかりその対応をしてまい

ります。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

続いて、２の（3）であります。入院ベットについて、北設楽郡唯一の入院ベッドに

ついて、来年３月末をもって廃止されるということ、御答弁がありました。一方で、

町が入院ベッドがなくなった後の医療体制について十分説明してこなかったことで、

今、町民の不満、不安は大変高まっております。１点、北設楽郡医師会長、伊藤幸義

先生は、この間繰り返し、誤嚥性肺炎などで速やかに入院、収容できる総合診療科的

なベッドがあるかどうかが大きな問題だと指摘しています。東栄町で入院出来なくな

る。入院できる病院が、新城、豊川、豊橋、浜松と、遠くなっていくことについて、

私が、この１１月から、東栄民報を町内全戸に配布する中で、町民からたくさんの声

が寄せられております。病院が遠ければ介護の必要な親を家に置いて、救急車に乗れ

ないという方。高齢者２人暮らしで、一方が入院しても、豊川市民病院に着替えを持

っていけないという方。救急搬送された豊川市民病院からの帰りのタクシー代は約２

万円、痛かったという方。本当に切実な声が今寄せられております。我が家に先日初

めて電話をかけてこられた町民は、次に発作が起きたら豊川まで運ばれる間に死んで

しまう。議会で必ず町長に届けてくれとおっしゃっていました。町長、今、答弁を伺

った限り、入院がなくなるという、それに備えた今後の体制は、まだ検討中という部
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分が多いです。せめて、来年９月、新たな診療所がオープンするまで、入院を延ばし

ていただけないでしょうか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

色々な御要望は、私も本来であればそういうことでありますし、現状のままでやり

たいということはありますが、今までもそういう状況の中、お話をさせていただいた

とおり、今後の一次医療を残すための方策として、今回、進めさせていただいており

ます。したがいまして、この状況の中で、当然先ほど以前でもお話をさせていただい

たとおり、医師の確保等も含めましてそのことは検討をさせていただいて、先ほど事

務長がお話をしたとおり、いわゆる医療センター内も含めてですね、管理者会議の中

で、３月をもってという状況で今進んでおりますので、そのことは御理解をいただき

たいと思います。それから、先ほど引用させてもらうのは大変恐縮でございますが、

北部医療圏というのは、人口減少であって、当然、その全体の人口減少の中で病床は

過剰となっているということを県のほうも言っておられます。私も本来であれば、こ

の地域の中に病床があるのは好ましいということは思ってます。そういった状況の中

ではございますが、やはりその中で、今もお話をしたとおり、病床にかわるものの状

況をしっかり、一時的に預かりもそうですが、含めてですが、ここをですねやっぱり

理解をしていただかなければいけないというふうに思っています。医師が、前もお話

ししたようにですね、病床を持つことによって、24 時間 365 日の対応をしなければ

いけないという状況です。現在もお話をさせていただいたとおり、常勤の医師だけで

は、それが、出来てないという状況。ですから新城市民病院に応援していただいたり、

他の病院、いわゆる東栄病院で以前研修を積んでいただいた豊田からも応援に来てい

ただける先生がおりますが、そういった状況の中で何とか病床を回しておるわけであ

りまして、現状を見ましてもその人数ではないと言えばそれまでですが、現在も、４

人程度の入院患者であります。そんな状況でありますので、今後は先ほど今浅尾議員

が言われますように、医療施設に入院、いわゆる医療行為ができる病床がないとなれ

ば、当然、一番近くは、隣、浜松市の佐久間病院であります。ここは１５分から２０

分という状況です。それから、新城市民病院は約１時間程度だと思いますが、そうい

った状況の中で我々も努力をしながら、先ほど事務長がお話ししたように、事務レベ

ルでは受け入れをしていただけることを協議をさせていただいておりますし、今後し

っかりそのことは北部医療圏の中で新城さんとしっかり詰めていきたいと思ってお

りますので、そういう状況であります。このことも理解をしていただいて４月以降の、
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いわゆる体制づくりをですね今しっかり詰めておりますので。その段階でありますの

でぜひ本当に大変申し訳ないと思いますが、３月での休止という状況にさせていただ

きたいというふうに思っております。以上です。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

御答弁をいただきました。私は、入院が無くなることの不安を入院とは別の機能で

取り除くことは不可能だと考えます。今年４月、東栄町の高齢化率は 50％を超え、人

口の２人に１人以上が高齢者となっていく地域で支え合うということ、ますます困難

になると考えます。また令和２年、東栄町内から病院に収容されるまで、救急車の平

均所要時間、救急搬送にかかる平均所要時間は、救急車を呼んでから病院に着くまで

84 分、実に１時間半近くもかかることがわかりました。東栄病院があった、平成 30

年の 67 分から 84 分へと大幅な悪化です。愛知県平均は令和元年で 32 分であります

から、救急、時間外診療を持たない東栄町がいかに今危険な状況かというのは分かる

と思います。町民の不安は、今現実のものになっております。そこで町長からもお話

ありました。東栄町役場から車で 20 分足らずで行ける静岡県浜松市の佐久間病院に

ついて伺いたいんですが。町民からは救急、入院を託す最寄りの病院だという声が寄

せられております。北部医療圏、愛知県で縛ったところで医療を求める緊急の患者に

とって、県境は無いわけであります。しかし、令和２年、令和２年度、東栄町から佐

久間病院に救急搬送された事例は、１年で 188 件のうち、たった５件でありました。

私が新城市消防本部に聞き取りしますと、佐久間病院への搬送は事前に佐久間病院に

連絡して、引受けの確約を得ている方、または、佐久間病院にかかっている方、との

ことでありました。救急搬送先は愛知県内が基本。私たちは原則に縛られると言いま

す。一方で、東栄町と浜松市との話合いがあれば、佐久間病院に搬送しやすくなると

思うともおっしゃいました。事務レベルでの協議は行われていると言います。佐久間

病院はですね、令和３年度現在、常勤医師３名で、一般病床 36 床、感染症病床４床

を守り、さらに、24時間の救急医療を受け付けております。佐久間病院の事務長さん

に伺いますと、佐久間だけでなく、いろんな地域の患者をどなたでも受入れている。

東栄病院にお世話になった経緯があるので、同じように対応しているとおっしゃり、

特段の協定などを結ばなくても町民を治療していただけるとのことであります。また、

佐久間病院への救急搬送は、患者が自ら電話をかけなくても、かかりつけであること

も前提としないということもわかりました。事務長は、オペが必要な患者や重症の患

者は診られないとしながらも、誤嚥性肺炎、蜂などの虫刺され、やけどなど、うちに
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かかりたい方は受入れていますよとおっしゃいます。とはいえ、隣県、愛知県の病院

であります。私は、町長が浜松市や佐久間病院を訪問して、救急の引き受けを協議し、

新城市消防本部に要望として伝えれば、よりスムーズに東栄町民は近くにある佐久間

病院に受け入れてもらえるのではないかと思います。町長後援会のチラシであります

けれども、受け入れ先として新城市民だけでなく佐久間病院も示されておいでです。

町長に伺いたい。町民の不安に寄り添い、入院がなくなる不安をなくすため、浜松市

佐久間病院と町長自ら協議していただけないでしょうか。その事をこの場でお約束い

ただけませんか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

大変発展的な御意見をいただきました、誠にありがとうございます。まず、佐久間

病院さんとは元々近隣病院でありますので、私ども東栄病院との状況は、関係を持っ

ておりますし、行政区の中で静岡県と愛知県という状況がありますが、今おっしゃる

ことが本当であるといいますかそれぞれの事実を、があればですね、当然それなくて

もそうですが、お願いをしに行っておることは確かであります。事務的にもお願いを

しておりますし、以前の透析の関係もそうですが事務長もそこにおりますので、佐久

間さんとの関係が当然あるわけありますので、ところが救急搬送については、先ほど

もお話をしておりますように、あくまで入院、入院はしないというのも医師の判断で

あります。だから入院ベッドがあれば全てが助かるといいますか、入るわけじゃない

ので、どこでどういうふうな判断をされるかということじゃないでしょうか。その方

がそこの病院で実際診られなければ、入院をしてもですね、またそこから転院という

状況になるわけでありますので、その事も含めて、やはり考えていただかなきゃいけ

ないかなというふうに思っております。今、お話をした救急搬送については、行政官

といいますか、当然、救急は新城消防であります。新城消防の中に、あえてその中に

以前も９月の時にお伺いしたかわかりませんが、救急救命士が乗り、救急車に乗り、

多分その指示を受けておるのが新城市民病院ではなく、豊川市民病院だというふうに

聞いております。そういう中で、支持を得て患者を運ぶという状況だというふうにお

伺いをしておりますので、浅尾議員が今おっしゃるようなことが現実的にすぐできる

というとこであれば、早速にでも佐久間病院で受けさせてもらいます。以上です。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 
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はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

できるということであればということではなくて、町長として町民の命を守るため

に是非そうしていただきたいというふうに考えます。続いて３の（4）、特別交付金に

ついてお尋ねいたします。私がこの交付金の事前協議について問題にしましたのは、

県の報告書を読みますと、医療センター等整備に使う木材の調達費についても同じ問

題があることが分かったからです。令和２年８月３日、東栄町の担当者へ、木材調達

費については、本交付金の対象として認められない旨を説明し、了解を得ましたとい

う報告であります。しかし御承知のとおり、町は昨年６月に配付した資料の中で、同

月から木材調達を開始するスケジュールを示しておりました。県は、東栄町に対して

事前協議以前に木材を調達した経費（材料費）を対象経費として認めることはあり得

ないとの見解を示しております。私が厚労省の担当課にお話を伺いますと、昨年、町

からは、事前協議はいつまでに行うものかとの相談があり、最悪、着工前と回答した

と伺いました。答弁では、契約内容の確認段階であり、事前協議は行われなかったと

いうことであろうかと思いますけれども、着工前に事前協議が必要だという認識はな

かったのか伺います。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

この件につきましては、先ほど午前中の山本議員のところでもお話をさせていただ

いたとおり、現在、住民監査請求の却下から訴訟事案とされております。その経過等

御存じだと思いますが、既に住民訴訟に係る件でありますので、その最中であります

こと、それから傍聴の中には原告の方がおりますので、答弁を控えさせていただきた

いと思います。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

それでは最後、２の（6）地区懇談会の開催についての認識を伺います。今から２

年前の丹羽治男東栄医療センター長の 2019 年 10 月の医療センター等整備事業の統
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括会議の資料の中にですね記載されていることをちょっと紹介したいと思います。病

院廃止後の東栄医療センターの機能制限により、在宅患者が急速に減少していると記

されております。そして、東栄町で在宅医療について、本人、家族、地域の選択と覚

悟が求められる。今は早期施設入所の流れが強くなっていると記しています。大変重

要な指摘だと思います。私たちは、今、一体どんな選択と覚悟が必要だというのか、

町民には伝わっていないと考えます。多くの町民は不安を持っていますが、病気、事

故の当事者になって救急車を呼んだ時にしか、その時の状況はわからないわけであり

ます。名古屋でも東栄町でも、住民は同じ料率で後期高齢者医療保険料を払っており

ます。それなのに、救急搬送でも入院でも在宅医療の上でも、東栄町民には特別な選

択と覚悟が求められるというのは、率直に医療差別の段階だと私は考えます。入院が

無くなる、来年３月にも無くなる。これは町民の命がかかった問題であります。ぜひ

地区懇談会、早期に開催していただき、丹羽先生にも同席していただいた上で、今後

の医療体制、町民に降りかかる問題を地区懇談会で説明していただきたいと思います

が、町長の認識を伺います。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

先ほども住民福祉課長がお答えしたとおり、今の現状の状況がですね来年４月から

の診療体制も含めて、そういう状況。今、最終的な詰めに入っております。これが出

来た段階で、地区のほうにですね懇談会等を開かさせていただけるとありがたいとい

うふうに思っています。以上です。 

（「議長、１番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、１番。 

 

１番（浅尾もと子君） 

質問はこれで終わりますが、入院がなくなる不安を取り除く方策は示されないまま

３月末で入院がなくなろうとしております。早急な対策を求めて質問を終わります。 

 

議長（原田安生君） 

以上で１番、浅尾もと子君の質問を終わります。 
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-----６番 森田昭夫 議員---------------------------------------------------- 

 

議長（原田安生君） 

次に、６番、森田昭夫君の質問を許します。 

（「議長、６番」の声あり） 

はい、６番、森田昭夫君。 

 

６番（森田昭夫君） 

マスク外さしていただいてもらって。それでは私の方からは、一問一答方式で質問

に、一般質問をさせていただきたいと思います。東栄町の皆さんは、東栄町という町

に、どのようなイメージを持たれているのでしょうか。また、町民の方々から負託を

受けている我々、町長も含めて、一町民としても、どのような町になってほしい、ど

のような町を作っていきたいとお考えでしょうか。私は、あそこに掲げられています、

先人たちが守り育ててきました、「東栄町民憲章」の一条、一条に共感を覚えていま

す。我が「まち」は、春は目にしみいるような新緑がまぶしく、秋は色とりどりの紅

葉が非常に美しく、住んでいる町民は彩られる四季を愛で、短い酷暑や酷寒とも共生

をしている概ね温暖な中山間地です。太陽の光に反射して、山は紫色に、澄んだ水は、

はっきり見える、山紫水明にも似た河川の水、清浄な空気を求めて来町・移住の方々

もみえる、自然豊かな町です。また、中山間地だけではなく、大都市以外の、日本全

国で悩み・課題とされている、少子高齢化・人口減という、過疎化にもかかわらず、

「困っている人をお互いに助け合う、人情に厚い人柄の町」を感じていただいている。

これもまた、移住者にも、東栄町の自然とともに、移住理由とされているところです。

私は、これを守っていきたい、守らなくてはならないと考えています。選挙という民

主主義の争いも、愛知の屋根といわれる税収の少ない奥三河であってみれば、むしろ、

4年に一度の恒例行事ともいえる争いです。選挙はまちづくりの王道で、そうした争

いも、互いに顔の見える、町民同士の信頼と知人・友人の多い、仲の良い町民のまち

であったが故と思います。しかし昨今、あちこちで、「またやっとる」、「何で、こんな

ことばっかり新聞に載るだん」などの声が聞こえてきます。新聞記事も、世界や都市

部の話題である間は、「ほう、そうか」、「へえ、なるほど」と、政治・社会の問題を教

えてくれる、必読の情報源です。しかし、記事内容が、自らの町のテーマになる様に

なると「何か違っちゃおらんかん」、「寄り添うと言いながら、取材先とか、発言が、

一方的に偏っておらんかん」、という声が、聞こえて来るのは、私だけではないと思

います。近隣の町村の知人に出会いますと、「東栄町は元気だのう」とか、「にぎやか

だのお」、「権利ばっかり主張する人がおるだのん」、などと、揶揄されることは、た

びたびです。このようなことは、ずいぶん前から、続いているのではないかと思いま

す。緑風園の建設、林道や町道の開設、温泉の建設などなど、歴代の町長が頭を悩ま
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してきた、沢山の揉め事を繰り返してきた某議員の存在も忘れてはなりません。これ

らの経緯は、チラシで町内に配布されていましたので、記憶されている方も多いので

はないかと思います。これらのチラシは、町長室の書庫にまとめられ、スクラップさ

れ、保存されていました。しかし残念なことに、それらは全て焼却処分されたと聞き

及んでいます。今では、記録はなくなり、記憶しかありませんが、人柄・人情の町民

の町ならではの、「許すのではないが、追及・訴訟まではしない」が、町民の選択とさ

れてきたようです。これまでの事案は、私の記憶に間違えがなければ、とあえて申し

上げますが、そうした事情とは、最近違った、憂き目に町政が巻き込まれ、役場職員

は、通常業務以外に多くの時間を割かなくてはならなくなっていると感じています。

以前からも続いていましたが、最近は、さらにそういったことが頻繁に起きているの

ではないかと感じます。チラシのみならず、ＳＮＳを利用した、町政を批判的に否定

的に批判する書き込みも散見します。ＳＮＳの効果のせいか、他市町村の閲覧や書き

込みも多いように思います。その結果、先ほどの近隣町村の方々の揶揄につながって

いると思われます。そこでお伺いします。この５年間で、情報公開請求や監査請求、

訴訟など町政に対する、請求などの事案の種類と件数は、年ごとに何件あり、何人が

当事者か。また、同様の要求は、隣接する設楽町・豊根村では、何件あるかお伺いを

します。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

それでは回答させていただきます。まず、情報公開請求につきましては、件数です

が平成 29年度は３件、平成 30年度は２件、平成３１年度と令和元年度の計で 21件、

令和２年度が 30 件、令和３年度、12 月３日現在ですが、18 件。合計が 74 件の請求

がございました。このほか監査請求ですが、これが３件、訴訟につきましては、１件

でございます。次に、隣接の町村、こちら行政係で確認させていただきましたが、情

報公開につきましては、設楽町は５年間で 18 件、豊根村につきましては５年間で３

件でございます。監査請求、訴訟はないということの確認がとれております。以上で

す。 

（「議長、６番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、６番。 
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６番（森田昭夫君） 

ありがとうございました。私が想像していたより、はるかに多くの事案が東栄町で

は発生しており、隣接している設楽町や豊根村は、はるかに少ないことがわかりまし

た。全国の、山間へき地にある、同じくらいの規模の自治体は、設楽町や豊根村と同

様だと思いますが、ここ東栄町は、異常な状態ではないかと思います。情報公開だけ

でも 74件、監査請求が 3件、訴訟まであります。設楽町は 5年間で 18件。豊根村は

5 年間で 3 件であるという事ですが、東栄町は、この 3 年間だけでも 60 件を超える

請求があり、このことに対応する専門職のいない小規模自治体の職員の方々は、本当

に大変な目にあっていると思います。請求者の人数、回数は答えることができないと

いう事で非常に残念ですが、これはごく少数の人たちが行っているのではないかと予

測します。これは、「自分たちの、思うがままに町政を動かしたい」と思う、反体制の

少人数の者たちが、町民の方々を先導し、町政の混乱を招こうとしているのではない

か」と思いますが、町長にお伺いします。町長はどのように感じていらっしゃるでし

ょうか。 

（「議長、町長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、町長。 

 

町長（村上孝治君） 

今回答をさせていただいたとおりでありまして、この３年間で今お答えをした件数

でございます。この情報公開等につきましての権利を行使することは、何て言います

かね、批判するといいますかそういう状況ではございませんが、今お話しがございま

したように、小規模自治体が、行政的事務の停滞の原因になることも当然だと思いま

すし、それに関わる職員等の心労も当然そうだというふうに思っております。しかし

ながら先ほど言いました権利という状況がありますので、これを直ちにどうこうとい

うことは申しませんが、ある自治体においては、これ横須賀市だったと思いますが、

条例にですね、情報公開の目的のため以外には公表しないというような条文を入れた

とこもありますし、ここは大きな市であります。小さな自治体の状況も、確かにいろ

んなところでこの問題があるということは聞いておりますが、できうれば今言ったよ

うな状況にならないように我々もしっかり情報開示をしていかなきゃいけないです

が、その辺のところ、考えますと、数としては本当に異常な数かなというふうには考

えて。まだまだそういう状況の中で、この権利を行使しておるところもまだ件数が実

際にはあるわけでありますので、その辺のことも含めてしっかり対応していきたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

（「議長、６番」の声あり） 
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議長（原田安生君） 

はい、６番。 

 

６番（森田昭夫君） 

ありがとうございました。確かに権利は権利でありますが、権利を振り回す、これ

異常な状況であるのではないかなとこんなふうに思います。非常に公表、公開をする

のは難しいと、難しいというか、という状況もおありでしょうけども、請求者の氏名

や回数はこういった小さな町です。町民にとって、誰がどのような請求を行っておる

か。どれだけ職員は苦労しているか。どのような状況かは、逆に町民も知る権利があ

るはずです。ですから、執行部でしっかりと共有して、条例の中には、町長が必要と

いうことを認めれば、公表できるとも書かれていますので、ぜひ公表ができるように、

前向きに御検討を、いただきたいと存じます。役場職員の執務時間や時間外の経費と

いう、いわゆる公的資源の異常を伴う事案であってみれば、情報公開の内容そのもの

にある個人情報は、開示制限をすべきと考えますが、その請求者や請求タイトルぐら

いは、当面する事務経費、事務関係経費等は、公金でありますので、住民サービスに

係る時間にも影響しますので公開されてしかるべきと考えます。異常に多い情報公開

請求は、あるようですが、このような事案に関わった職員の延べ人数と業務時間は、

どれだけだったのか、お伺いをします。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

それでは回答させていただきますが、情報公開請求に関わった職員数ですが、ちょ

っと回答が難しいところがございます。実人数で 17 名程度と思われます。このほか

公開請求に係る業務の内容は、請求内容の確認ですとか、第三者情報の取扱い、ある

いは公開決定に係る判断、写しの印刷、点検を行いますが、議員の質問で時間はとご

ざいますが、情報公開に対する日常、労働時間記録したものは、すいませんございま

せんので、時間であらわすと困難でありますので私が各課から聞き取ったものですが、

簡易な案件につきましては、２、３時間程度で完了するものもございます。このほか

情報公開請求の内容が大量にあるものは、平均で２日から５日を要することもありま

す。時間がかかるものを１週間を要した案件もありました。情報公開決定の期限がご

ざいますので、この業務を優先して行うことが大変多いと感じております。時間外労

働で対応することも頻繁にあり、過去に時間外手当を超過補正させていただいたこと
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もあります。以上です。 

（「議長、６番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、６番。 

 

６番（森田昭夫君） 

ありがとうございました。予想通り、多くの職員が、通常の業務以外にこれだけの

時間をこのことに費やしているという事は、少なくとも町民へのサービスに大きく影

響していると思います。働き方改革で、残業時間を少なくするといった国の方針で、

あらゆる業種の方々が、今、働き方や仕事の見直しを目指していますが、このような、

異常な事態が、この町役場で起きていることは、非常に遺憾に思います。このような

請求をしている方は、先程も町長から話しがありました、条例に定めてある町民の権

利だと言われるかもしれませんが、権利ばかりを振り回して、結果、間接的にではあ

っても、町民の皆様に迷惑をかけていることはご存じなのでしょうか。一部の人の政

争や思いこみが、必要最小限で勤務をしている小規模役場職員の通常業務に支障をき

たし、執務時間に大きく影響させ、結果、町民サービスにも影響させるようなことは、

私は見過ごすわけにはまいりません。このような異常な事態を招いている役場の現状

は、12チャンネルで公表・公開することはできないかお伺いします。 

（「議長、総務課長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、総務課長。 

 

総務課長（内藤敏行君） 

はい。情報公開請求に係るに関する実施状況の公開ですが、先ほど申し上げたとお

り、今の段階では条例第２１条と規則の８条に規定されて、件数の報告となっており

ますので、内容ですとか、どのような広報の仕方、公表の仕方を含めまして、今後検

討させていただく予定でございます。以上です。 

（「議長、６番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、６番。 

 

６番（森田昭夫君） 

はい、ありがとうございました。先ほども申し上げましたが、町長が認めれば公表、
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公開できるわけです。早急に前向きに検討して、今どのような状態が役場内に起きて

いるか。町民の皆様に知っていただけるようにしていただきたいと思います。次に、

教育委員会にお伺いします。小中一貫教育は、私が役場に在職中、いつも気に留めて

いた課題です。特に小学校建設問題と並行して近い将来に於いて必ず必要な課題であ

ると考えていました。中学校建築当時の生徒数は、360人ほどの建築規模だったと思

います。建築後の経過年数もかなり進んできており、あちこちも随分傷んできており

ます。70人余の生徒や教職員が建物を管理するのも当時から大変な状況でした。現在

もその大変な状況は続いていると思います。当時から、小中一貫教育のメリットはい

くつか挙げられておりました。例えば、小学校から中学校への接続がスムーズに行う

ことができ、いわゆる中１ギャップ、不登校の減少につながる、小学校時の学習で定

着しきれなかった内容を中学校の課程において補うことが容易になる。異年齢とのコ

ミュニケーションの機会が増える。小学生の中学生へのあこがれ。中学生の小さい子

への思いやりが育まれるなどいくつかありまして、財源豊かな自治体ほど一貫教育に

向け建築が始まっていたと思います。東栄町も小学校統合の約束で小学校建築の協議

をしていましたので教育委員会でも小中一貫教育の検討をしていましたが、現在の場

所に小学校が建築される頃には一貫教育の声も聞こえなくなり、現在に至っています。

生徒・児童の学級人数が少なくなるほど小中一貫教育は必要な環境ではないかと思い

ますし、最近は小規模校ほど一貫教育が進んできていると思います。そこでお伺いし

ます。教育委員会の小中一貫教育の最近の動き、今後の方針など教育委員会の考え方

をお伺いします。 

（「議長、教育長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、教育長。 

 

教育長（佐々木尚也君） 

小中一貫教育についてのお尋ねでございます。小中一貫教育の機運が高まり、小学

校、中学校の９年間の義務教育を一つの学校の中で一貫して行う義務教育学校が制度

化されたのが平成 27 年でございます。その背景には、議員の御指摘のとおり、中学

校へ入学する際の違い戸惑う、いわゆる中１ギャップを解消するという意図がござい

ました。ただ、従来の制度につきまして、小学校を卒業し中学校の新しいシステムに

移るという仕組みには、子供自身の成長の自覚を高める、成人式っていうんですかね、

節のような感覚、それから新しい環境に適応していく力を育てるという、その順応性

を育てるという効果もあると一方では考えております。一方、東栄町では、昭和 50年

代半ばから伝統的に天地人教育の理念で、町内の全部の小学校、中学校が連携して研

究を続けてきております。平成 26 年度には第６次総合計画で小中連携の推進を課題
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として上げてまいりました。さらに令和元年度の保育園の統合を機にしまして、各１

保育園、１小学校、１中学校となったことから、保育園も含めて連携をとった教育を

目指すというふうなことを目標に上げまして、平成 30年度の 12月からは、校長会議

に園長先生も出席をしていただいて、共通の理解のもとで教育に取り組んでいくよう

に改善をしたところでございます。そして教育委員会議や校園長会議で、東栄町の中

学校卒業するときまでに育てたい姿というようなものを具体的に協議をして、これを

共有してそれぞれの発達段階での教育に取り組んでいただいているところでござい

ます。さらにですね、保育園での教育、それから学校教育についての目標を、保護者

の皆さんだけでなくて、地域の方々にも御理解をいただいて、地域の人の環境からの

教育効果が高まることまで目指しまして、学校運営協議会組織を組織していくことを

昨年度の総合教育会議でお認めいただいたところでございます。この仕組みについて

は、令和５年度を目安に具体化を進めているところで、住民全員で保育園、小学校、

中学校の教育をしていこうと。さらに、それぞれの連携を深めようというふうな計画

で取り組んでおります。保育園、小学校、中学校それぞれ１校ですので集団の変化か

ら受ける刺激が少ない、これも御指摘のとおりでございます。その長所も一方にあり

ます。保育士や先生がたが、教育方針を共通理解をして指導に取り組むということは、

子供の理解も深まり、高い教育効果が期待出来ます。さらに、町の教育について保護

者、教職員、地域そして当事者である子供自身も、全体像を共有して連携することは、

これは議員の御指摘のとおり本当に必要であり価値のあることと考えますので、その

具体化を今後図ってまいりたいというふうに思っております。 

（「議長、６番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、６番。 

 

６番（森田昭夫君） 

はい、ありがとうございました。私も教育の専門家でもありませんし勉強したこと

もありません。もちろん、こういったことは、人を育てるということは本当に非常に

いろんな難しい部分もあるかと思います。せめて、少なくても教育委員会が中心にな

って、都市部の子供たちとも格差もない教育環境を是非とも作っていただきたいとい

うことをお願いをしておきます。次に、イエナプランについてお伺いします。先月 11

日の新聞にイエナプランの記事がありました。私もこのことは、実は勉強不足で、知

人に指摘されて始めて目にしたところです。イエナプランの教育の手法・コンセプト

とされる「互いに尊重しあう」「自己学習力」「探究的な活動や体験」「他者と協働す

る学び」は、コミュニティスクールとともに地域福祉や地方自治の実践にもつながる

社会性が育まれるものと同感させられます。当然、教育委員会ではこのことは承知を
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しているとは思いますが、今現在どのように認識をしているかお伺いをします。 

（「議長、教育長」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、教育長。 

 

教育長（佐々木尚也君） 

イエナプランについてのお尋ねでございました。11月 11日付け中日新聞の記事に

は、名古屋市立山吹小学校の学校の形にアレンジをされたイエナプランの公開授業の

様子が紹介されておりました。私も読ませていただきました。イエナプランっていう

のは、教育の一つの形態でございましてオランダで普及をしております。子供の主体

性と協調性を育てることに重点を置いた教育の形である、これも御指摘のとおりでご

ざいます。その特徴ですけども、端的に言いますと１週間分の学習計画を、例えば月

曜日のどこかの時間で立てて、それを必要に応じて教員のアドバイスを受けながら、

計画に沿って１週間授業を、授業ですか学習をそれぞれが進めていくという点でござ

います。また、お話にありましたように、教科の区別をつけない総合学習、これを大

変重視しておりまして、テーマについて学習を進めるということが特に大切にされて

います。オランダの場合では、１、２、３の小学校１、２、３年生、４、５、６年生

を縦割りの何グループかに分けてそれクラスというふうにして学習を進めていると

いうことも特徴になっているものでございます。さて現在の東栄小中学校の教育の形

態とイエナプランの形態でございますけども、これそれぞれ長所、短所もあるという

ふうに考えております。議員の御指摘のありました主体性それから、協調性、リーダ

ーシップを育てるというイエナプランの重点については、令和の教育の形という形で

文科省から示されている中にも重点的に示されているところでございまして、これま

での教育形態でも積極的に取り組んでいるところでございます。先ほどお話がありま

したように少人数の中でございますので、リーダーシップを育てたり、様々な活動に

触れるということについては、環境的にすぐれている状態が東栄小中学校の場合には

あるかなというふうにとらえておりますので、そういうところにも重点は置かれてお

ります。一方、イエナプランの制度を取り入れた場合に、現行の日本の高校入試の制

度に対しては、多少弱点になるというか、うまく適応出来ない場合もあります。それ

から、評価についても、まだ課題は残されているかというふうに思っております。現

在、実践校、長野県に１小学校、来年の４月から広島県に小学校、これは公立、私立、

私立というのは、市立の小学校が１校開校の予定です。それから、長野県の小学校に

中学校が改めて開校されるという予定でございます。日本の中でも参考事例も少ない

状況ではありますけれども、育てようとする力、それからその育成方法については、

参考にすべき点が多々あるというふうに考えますので、今後も私どもも研究を進めな
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がら、本町の小中学校の教育の向上に資するように研鑽を進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

（「議長、６番」の声あり） 

 

議長（原田安生君） 

はい、６番。 

 

６番（森田昭夫君） 

ありがとうございました。子供たちの教育環境だとか学習環境、これはもう毎年、

年を追うごとに変わってもいきますし、子供たちの成長にも、成長というか時代にも

合わせなくてはならない非常に大事な事であると思います。都市部の子供たちに遅れ

をとらないように、今後も研究を重ねていっていただき、また都市部に遅れないよう

に、決めるときには素早く対応をしていっていただきたいなとこんなふうに思います。

いろいろありがとうございました。本日の私の質問は、職員の働き方改革、執務時間

と教育環境・学習環境についてお伺いをしました。冒頭申し上げましたが、この町は

自然豊かで人情は厚く、町民は協働し助け合い、いさかいはなく、静かにゆったりと

した時間が流れていく、他の町村の方々からは「東栄町民は仲がいいのお」といわれ

る、そんなかつての町の風情をいつまでも感じられる町であってほしいと願っていま

すしそうあるべきだと考えています。 しかし、残念ながら、異常に多くの情報公開

請求があり、同じ規模の町村にはほとんどないと思われる監査請求や訴訟まで起きて

おり、職員の皆さんは働き方改革とは程遠い、大変な状況下であると思われます。人

は、攻撃をされれば防御をします。反撃もします。小さな人口の少ない自治体ほどお

互いを信用し、信頼をして協働しなければ町は崩壊してしまいます。このような分断

のまち、風情の無い社会を作らないようにするためにもイエナプランという教育方法

論も研究をされていますが、子供たちだけではなく、大人も互いに尊重しあう、他者

と協働する学びこそが必要ではないかと思います。少子・高齢化と過疎化が予想以上

に進んでいる脆弱なこの東栄町こそ、次代を担う子供たちの教育環境や学習環境を整

え、将来もこの町が永遠に持続できる地域力を蓄えるための方策を皆で考え、決定し

た事はみんなが協働できる町づくりに、町民一人一人がご理解いただけることを願っ

て私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議長（原田安生君） 

本以上で６番、森田昭夫君の質問を終わります。以上をもちまして、本日の日程、

一般質問を終了いたします。本日はこれにて散会といたします。 

 


